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新緑に映える芝桜を散策
５月12日、大森リゾート村周辺をメインコー
スに行われた「緑の中を歩こう会」。参加者
134人は色鮮やかな新緑を味わいながら、５㎞
にわたる散策コースを完歩しました。
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特
集 

「

」

　

中
学
校
・
高
等
学
校
の
教
科
書
に
も
載
っ
て
い
る
『
後
三
年
の
合
戦
（
役
）
』
。
古
代
国
家
か
ら

中
世
の
武
家
社
会
へ
の
変
革
期
に
あ
っ
て
、
日
本
史
に
記
載
さ
れ
る
ほ
ど
の
重
大
事
件
が
、
こ
の
横

手
市
を
舞
台
と
し
て
起
こ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
郷
土
の
歴
史
を
解
明
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
資
源
と
し
て
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

今
年
度
か
ら
、
金
沢
城
跡
（
金
沢
柵
推
定
地
）
・
沼
舘
城
跡
（
沼
柵
推
定
地
）
・
大
鳥
井
柵
の
後
三

年
の
合
戦
（
役
）
と
の
関
連
及
び
そ
の
遺
跡
範
囲
を
確
認
し
、
国
史
跡
指
定
を
目
指
す
調
査
を
行
い

ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
こ
の
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
後
三
年
の
合
戦
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

後
三
年
の
合
戦
は
、
清
原
氏
が
朝

廷
に
対
し
て
反
乱
を
企
て
た
の
で
、

朝
廷
が
源
義
家
を
遣
わ
し
て
、
こ
れ

を
討
っ
た
戦
い
と
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。
も
と
も
と
は
、
清
原

一
族
の
内
部
分
裂
で
、
相
互
の
戦
い

の
途
中
に
陸
奥
守
に
赴
任
し
て
き
た

源
義
家
が
介
入
す
る
こ
と
で
、
事
が

大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

分
裂
し
て
い
た
清
原
氏
の
一
方
の

側
（
清
原
清
衡
・
吉
彦
秀
武
）
に
源

義
家
が
加
担
し
、
他
方
の
側
（
清
原

武
衡
・
家
衡
）
を
滅
亡
さ
せ
た
事
件

と
い
わ
れ
、
こ
の
と
き
朝
廷
は
、
清

原
氏
が
反
乱
を
企
て
た
と
い
う
認
識

は
な
く
、
源
義
家
は
翌
年
に
陸
奥
守

を
解
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
、「
役
」
で
は
な
く
「
合
戦
」

と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

『
後
三
年
の
合
戦
』
で
勝
利
者
の

側
に
つ
い
た
清
原
氏
の
一
方
の
側
の

中
心
人
物
が
、
平
泉
藤
原
氏
の
初
代

清
衡
で
あ
っ
た
こ
と
で
、
清
衡
は
清

原
氏
が
有
し
て
い
た
力
を
東
北
地
方

北
部
に
発
展
的
に
継
承
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
朝
廷
は
源
義
家
の
行
動
を

私
戦
と
み
な
し
た
の
で
、
東
北
地
方

に
源
氏
の
拠
点
を
築
く
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
源
義
家

を
中
心
と
す
る
源
氏
の
躍
進
は
め
ざ

ま
し
く
、『
後
三
年
の
合
戦
』
は
日
本

史
に
お
け
る
中
世
武
家
社
会
形
成
の

要
因
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

横
手
市
を
舞
台
に
展
開
さ
れ
た
、

『
後
三
年
の
合
戦
』
や
清
原
氏
の
存

在
な
く
し
て
は
、
平
泉
藤
原
氏
の
時

代
や
源
氏
の
時
代
は
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
が
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

「
後
三
年
の
合
戦
」
の
前
に
は
、

陸
奥
（
岩
手
県
北
上
盆
地
が
中
心
）

で
源
頼
義
・
義
家
と
安
倍
一
族
が
戦

っ
た
「
前
九
年
の
合
戦
」
が
あ
り
ま

し
た
。『
吾
妻
鏡
』
に
よ
れ
ば
「
前
九

年
の
合
戦
」
は
、
源
頼
義
の
陸
奥
守

赴
任
か
ら
安
倍
氏
滅
亡
ま
で
の
12
年

間
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と

は
「
十
二
年
合
戦
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

　

「
後
三
年
の
合
戦
」
の
直
後
は
、

「
義
家
の
戦
い
」
や
そ
の
時
の
年
号

を
と
っ
て
「
永
保
の
戦
い
」
な
ど
と

呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
実
際
に

は
「
後
三
年
の
合
戦
」
は
源
義
家
の

陸
奥
守
赴
任
か
ら
、
清
原
武
衡
・
家

衡
滅
亡
ま
で
５
年
か
か
っ
て
お
り
、

沼
柵
の
戦
い
と
金
沢
柵
の
戦
い
は
２

年
で
終
了
し
て
い
ま
す
。『
後
三
年
の

合
戦
』
は
３
年
間
の
戦
い
で
は
な
か

っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

前
九
年
や
後
三
年
と
い
う
名
称
が

最
初
に
確
認
さ
れ
る
の
は
、『
保
元
物

語
』で「
貞
任
宗
任
が
乱
に
て
前
九
年

の
合
戦
あ
り
き
。
…
武
衡
家
衡
を
攻

む
る
と
き
後
三
年
の
兵
乱
あ
り
き
」

と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
時
代
末

期
の
こ
と
で
す
。『
平
家
物
語
』に「
頼

義
の
九
箇
年
の
戦
と
義
家
の
三
年
の

戦
い
を
合
て
十
二
の
合
戦
と
は
申
な

り
」
と
あ
り
、
十
二
年
合
戦
の
呼
称

が
混
同
さ
れ
て
、「
前
九
年
の
合
戦
」

と
「
後
三
年
の
合
戦
」
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。
源
頼
義
が
鎮
守
府
将
軍
に

任
命
さ
れ
て
か
ら
安
倍
氏
滅
亡
ま
で

が
９
年
間
で
す
か
ら
、
12
か
ら
９
を

引
い
て
３
に
な
り
、
『
前
九
年
』
と

『
後
三
年
』
と
い
う
呼
び
名
が
表
れ

ま
し
た
。

 　

『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』
で
確
認
さ

れ
る
柵
は
、
金
沢
柵
と
沼
柵
で
す
が
、

未
だ
に
ど
こ
に
あ
る
か
確
定
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

『
陸
奥
話
記
』
で
確
認
さ
れ
る
大

鳥
井
柵
は
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
空

堀
や
土
塁
な
ど
の
遺
構
や
椀
と
小
皿

の
セ
ッ
ト
と
な
っ
た
『
か
わ
ら
け
』

（
酒
を
酌
み
交
わ
す
際
に
使
用
さ
れ

る
も
の
）
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
り
、

確
実
性
が
高
い
史
跡
と
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
金
沢
柵
と
沼
柵
は
後
三

年
の
合
戦
の
当
時
の
も
の
が
い
ま
だ

確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ

の
あ
た
り
だ
ろ
う
と
い
う
判
断
し
か

で
き
な
い
の
で
、
史
跡
に
は
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
史
跡
に
な
る
た
め
に
は
、

ま
ず
そ
の
時
代
の
遺
構
と
遺
物
を
発

見
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
重
要
文
化
財
と
し
て
東
京
国
立

博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
後
三

年
合
戦
絵
詞
』
は
、
貞
和
３
年
（
１

３
４
７
）
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す

が
、
そ
の
も
と
と
な
っ
た
絵
巻
は
承

安
４
年
（
１
１
７
４
）
頃
、
後
白
河

法
皇
の
命
に
よ
り
作
ら
れ
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
詞
書
を
書
写
し
た
も

の
が
『
奥
州
後
三
年
記
』
と
い
わ
れ
、

も
と
も
と
の
成
立
は
、『
後
三
年
の
合

戦
』
の
終
結
か
ら
あ
ま
り
隔
た
ら
な

い
東
北
地
方
の
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内

容
は
清
原
（
藤
原
）
清
衡
が
前
半
に

多
く
記
載
さ
れ
、
後
半
の
金
沢
柵
の

激
戦
部
分
に
は
登
場
し
な
く
な
る
こ

と
か
ら
、
本
人
が
関
わ
っ
て
い
る
可

能
性
も
捨
て
き
れ
ま
せ
ん
。

　
『
広
辞
苑
』に
よ
る
と「
役
」は
（
人

民
を
役
夫
と
し
て
徴
発
す
る
こ
と
か

ら
い
う
）
戦
争
の
こ
と
で
、「
国
」
対

「
朝
廷
に
背
く
敵
」
と
の
戦
い
と
い

う
意
味
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
「
合

戦
」
は
、
敵
・
味
方
が
出
会
っ
て
戦

う
こ
と
で
、
つ
ま
り
、
双
方
と
も
対

等
な
立
場
に
い
る
と
い
う
意
味
で
す
。

　

明
治
23
年
（
１
８
９
０
）
に
出
版

さ
れ
た
『
稿
本
国
史
眼
』
と
い
う
帝

国
大
学
国
史
学
科
の
教
科
書
が
最
初

の
よ
う
で
す
。
そ
の
後
の
国
定
教
科

書
に
広
く
使
用
さ
れ
、
明
治
30
年
以

降
は
「
役
」
で
統
一
さ
れ
て
、
今
日

ま
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■「
役
」と「
合
戦
」の
違
い

■「
後
三
年
の
合
戦
」の
名
称
は

　

い
つ
か
ら

■
後
三
年
の
合
戦
と
は

■
清
原
氏
の
確
実
な
城
柵
は
大

　

鳥
井
柵
だ
け

■「
後
三
年
の
役
」の
言
葉
は
い

　

つ
か
ら

■『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』に
つ
い
て

よ
し
い
え

き
よ
ひ
ら

あ

づ
ま

ごむ

つ

わ

き

さ
ん
ね
ん
か
っ
せ
ん

え
こ
と
ば

が
き

こ
と
ば

ほ

え
い

ほ
う

も
う
す

げ
ん

ち
ん

あ
ん

ほ
ん
こ
く

が
ん

し

こ
う

じ
ょ
う

じ
ょ
う

わ

じ
ゅ

ふ

か
が
み

た
け
ひ
ら

い
え
ひ
ら

き
み
こ
の
ひ
で
た
け

む

つ
の
か
み

横手市指定文化財『戎谷南山筆「後三年合戦絵詞」』のうち雁行の乱れ

よ
う

■
後
三
年
の
合
戦
の
あ
ら
ま
し

　

「
後
三
年
の
合
戦
」
は
、
奥
羽

二
州
で
勢
力
を
誇
っ
た
清
原
氏
の

内
紛
に
、
源
義
家
が
介
入
し
て
起

こ
っ
た
歴
史
上
に
名
高
い
合
戦
で

す
。

　

領
土
の
配
分
を
め
ぐ
っ
て
、
家

衡
、
清
衡
の
異
父
兄
弟
が
争
い
、

妻
子
を
弟
家
衡
に
殺
さ
れ
た
清
衡

は
、
源
義
家
に
助
け
を
求
め
ま
し

た
。
こ
う
し
て
、
「
後
三
年
の
合

戦
」
と
呼
ば
れ
る
戦
い
が
幕
を
開

け
ま
し
た
。

　

沼
柵
に
た
て
こ
も
り
、
義
家
軍

を
退
け
た
家
衡
は
、
叔
父
武
衡
の

す
す
め
で
、
難
攻
不
落
と
い
わ
れ

る
金
沢
柵
に
移
り
ま
し
た
が
、
義

家
軍
の
執
拗
な
攻
撃
や
兵
糧
攻
め

に
あ
い
、
金
沢
柵
は
落
ち
、
家
衡

は
捕
ら
え
ら
れ
合
戦
は
終
わ
り
ま

し
た
。
奥
羽
の
長
い
戦
乱
の
時
代

は
清
原
氏
の
滅
亡
と
と
も
に
ひ
と

ま
ず
幕
を
閉
じ
ま
す
。

　

源
義
家
が
京
都
に
帰
り
、
こ
の

地
方
を
手
に
し
た
し
た
清
衡
は
、

姓
を
「
清
原
」
か
ら
「
藤
原
」
へ

改
め
、
以
後
、
１
０
０
年
に
わ
た

る
平
泉
黄
金
文
化
の
い
し
づ
え
を

築
い
て
い
っ
た
の
で
す
。
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藤
原
氏

安
倍
氏

現
在
の
横
手
市
に
本
拠
地
を
置
い
た

出
羽
山
北
の
豪
族
。
『
元
慶
の
乱
』

の
際
に
都
か
ら
来
た
清
原
令
望
の
末

裔
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
朝
廷
に
服
属

し
た
蝦
夷
を
俘
囚
と
呼
び
、
清
原
氏

が
俘
囚
主
と
称
さ
れ
た
り
、
そ
の
反

面
真
人
と
い
う
天
武
天
皇
が
定
め
た

八
色
の
姓
の
一
つ
を
持
つ
な
ど
、
不

明
な
点
が
多
い
系
統
で
も
あ
り
ま
す
。

出
羽
山
北
俘
囚
主
と
称
さ
れ
る
人
物

で
す
。
源
頼
義
か
ら
『
前
九
年
の
合

戦
』
安
倍
氏
と
の
戦
い
の
依
頼
を
受

け
ま
す
が
、
弟
武
則
を
派
遣
し
陸
奥

に
は
出
陣
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
鳥

井
柵
に
い
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

清
原
光
頼
の
子
で
、
大
鳥
山
太
郎
頼

遠
と
称
さ
れ
ま
す
。
叔
父
清
原
武
則

が
安
倍
氏
を
滅
亡
さ
せ
た
際
に
、
出

羽
に
逃
亡
し
た
安
倍
正
任
を
匿
っ
た

こ
と
で
、
武
則
と
は
別
系
統
の
一
族

で
は
な
い
か
と
の
考
え
も
あ
り
ま
す
。

『
前
九
年
の
合
戦
』
で
陸
奥
に
一
万

の
軍
を
率
い
た
総
大
将
で
す
。
安
倍

氏
を
滅
ぼ
し
、
鎮
守
府
将
軍
と
し
て

出
羽
・
陸
奥
に
清
原
氏
の
影
響
力
を

創
っ
た
人
物
で
す
。
本
拠
地
に
関
し

て
は
、
金
沢
柵
・
沼
柵
・
真
人
城
な

ど
諸
説
あ
り
ま
す
。

武
則
の
子
で
、
荒
川
太
郎
と
も
称
さ

れ
ま
す
。
『
前
九
年
の
合
戦
』
の
折
、

頼
義
・
武
則
連
合
軍
の
第
一
陣
で
戦

っ
た
人
物
で
す
。
安
倍
氏
滅
亡
後
、

藤
原
経
清
夫
人
と
そ
の
子
清
衡
を
引

き
取
り
、
後
に
清
原
家
衡
が
生
ま
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

清
原
武
貞
の
子
で
鎮
守
府
将
軍
と
し

て
清
原
氏
の
宗
家
的
な
位
置
に
い
ま

し
た
。
子
の
な
い
真
衡
が
、
後
継
者

と
し
て
清
原
氏
内
部
か
ら
で
は
な
く
、

海
道
平
氏
（
福
島
県
い
わ
き
地
方
）

出
身
の
海
道
小
太
郎
成
衡
を
養
子
と

し
た
こ
と
が
『
後
三
年
の
合
戦
』
の

原
因
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

父
は
清
原
武
則
で
武
貞
の
弟
で
す
。

沼
柵
の
戦
い
で
家
衡
が
義
家
を
退
け

る
と
、
応
援
に
駆
け
つ
け
金
沢
柵
に

移
る
こ
と
を
勧
め
ま
し
た
。
金
沢
柵

陥
落
後
、
蛭
藻
沼
に
身
を
潜
め
て
い

ま
し
た
が
、
義
家
に
発
見
さ
れ
斬
首

さ
れ
ま
す
。

父
は
清
原
武
貞
・
母
は
安
倍
氏
の
女

で
す
。
清
原
氏
の
内
紛
で
、
は
じ
め

は
兄
清
衡
と
と
も
に
真
衡
と
争
い
、

後
に
清
衡
と
争
い
ま
し
た
。
沼
柵
に

お
い
て
は
源
義
家
を
退
け
ま
し
た
が
、

金
沢
柵
で
再
び
戦
っ
て
兵
糧
攻
め
に

あ
い
ま
す
。
陥
落
後
、
変
装
し
逃
亡

を
図
り
ま
し
た
が
、
射
殺
さ
れ
ま
し

た
。

父
は
藤
原
経
清
。
母
は
安
倍
氏
の
女

で
す
。
『
前
九
年
の
合
戦
』
に
お
い

て
、
母
と
と
も
に
清
原
氏
に
入
り
ま

し
た
。
真
衡
は
母
違
い
の
兄
、
家
衡

は
父
違
い
の
弟
に
な
り
ま
す
。
『
後

三
年
の
合
戦
』
後
に
実
父
の
姓
で
あ

る
藤
原
に
姓
を
も
ど
し
ま
し
た
が
、

清
原
氏
の
勢
力
を
受
け
継
い
だ
こ
と

で
、
東
北
一
円
を
勢
力
下
に
置
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

永
承
６
年（
１
０
５
１
）

康
平
５
年（
１
０
６
２
）

康
平
６
年（
１
０
６
３
）

永
保
３
年（
１
０
８
３
）

応
徳
３
年（
１
０
８
６
）

寛
治
元
年（
１
０
８
７
）

長
治
２
年（
１
１
０
５
）

秋
田
城
介
平
繁
成
と
陸
奥
守
藤
原
登
任
と
が
安
倍
頼
良
を
攻
め
る
が
、

鬼
切
部
で
敗
れ
る

７
月
、
源
頼
義
が
清
原
光
頼
と
清
原
武
則
に
援
軍
を
要
請
す
る
。
後
に
、

清
原
武
則
が
一
万
余
の
兵
を
率
い
て
陸
奥
国
に
向
か
う

８
月
16
日
、
頼
義
・
武
則
の
軍
を
七
陣
に
分
け
る
。
出
羽
か
ら
清
原
武

則
・
清
原
武
貞
・
清
原
武
道
・
吉
彦
秀
武
・
吉
美
候
武
忠
（
以
上
横
手

盆
地
の
武
将
か
）
・
橘
貞
頼
・
橘
頼
貞
（
以
上
秋
田
平
野
の
武
将
か
）

８
月
17
日
、
深
江
是
則
・
大
友
員
季
（
以
上
平
鹿
郡
の
武
将
か
）
が
小

松
柵
を
攻
め
る

２
月
27
日
、
前
九
年
合
戦
の
論
功
行
賞
が
行
わ
れ
、
清
原
武
則
が
鎮
守

府
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
る

５
月
、
安
倍
正
任
が
清
原
頼
遠
（
大
鳥
井
柵
）
の
も
と
に
逃
亡
す
る

秋
、
清
原
真
衡
が
吉
彦
秀
武
を
討
つ
た
め
出
羽
に
出
兵
す
る
が
、
清
原

清
衡
・
家
衡
が
清
原
真
衡
の
館
を
襲
撃
す
る

秋
、
清
原
真
衡
が
急
死
し
た
た
め
、
源
義
家
が
奥
六
郡
を
清
衡
・
家
衡

に
分
け
与
え
る

秋
、
清
原
家
衡
が
兄
清
衡
を
殺
害
し
よ
う
と
す
る　

冬
、
陸
奥
守
源
義
家
が
清
原
家
衡
の
い
る
沼
柵
を
攻
め
る
が
、
飢
え
と

寒
さ
で
苦
戦
す
る

夏
、
清
原
武
衡
が
家
衡
に
加
勢
し
、
金
沢
柵
に
移
る

秋
、
大
軍
を
率
い
た
源
義
家
が
金
沢
柵
を
攻
め
る
が
、
戦
い
は
長
期
化

秋
、
兵
糧
攻
め
に
よ
り
金
沢
柵
の
城
中
は
飢
え
に
苦
し
む

11
月
14
日
、
金
沢
柵
が
陥
落
し
、
清
原
武
衡
が
斬
首
さ
れ
る

藤
原
清
衡
、
中
尊
寺
の
造
営
に
着
手
す
る

安倍氏・清原氏・藤原氏系図

前
九
年
の
合
戦

後
三
年
の
合
戦

大
鳥
井
柵

清
原
氏

国
衡

泰
衡

忠
衡

高
衡

通
衡

秀
衡

基
衡
（
中
御
館
）

清
衡
（
奥
御
館
） 女

子
家
清

清
綱
正
衡

俊
衡
火
爪

成
衡（
養
子
）

女
子

女
子

多
気
宗
基女

子

武
衡

真
衡

女
子

女
子

平
永
衡

官
照

正
任

重
任

家
任

則
任

行
任

城
資
国

資
永

源
頼
義

海
道
小
太
郎

鎮
守
府
将
軍

荒
川
三
郎

武
貞
荒
川
太
郎頼
遠

家
衡

大
鳥
山
太
郎

光
頼

出
羽
山
北
俘
囚
主

武
則

鎮
守
府
将
軍

武
道
貝
沢
三
郎

義
成
検
非
違
使

基
光

基
貞
左
京
権
太
夫

光
方

重
光

深
養
父

舎
人
親
王

兵
部
大
輔

経
清
亘
理
権
太
夫

宗
任
鳥
海
三
郎

貞
任

千
代
童
子

厨
川
次
郎

良
宗
安
東
太
郎

頼
時
（
頼
良
）

良
昭

忠
良

忠
頼

僧為
元
赤
村
介

頼
遠
五
郎
太
大
夫
・
下
総
国
住
人

正
頼
下
野
守千
清

藤
原
秀
郷
将
軍
太
郎

某
氏
女

某
氏
女

平
氏
女

伊
具
十
郎

境
講
師

黒
沢
尻
五
郎

北
浦
六
郎

鳥
海
弥
三
郎

白
鳥
八
郎

白
鳥
八
郎
？

季
衡

女
子

頼
衡

兼
衡

師
衡

忠
衡

経
衡

前
九
年
・
後
三
年
の
合
戦
年
表

前
九
年
・
後
三
年
の
合
戦
の
主
な
登
場
人
物

■
清
原
氏

■
清
原
武
則

■
清
原
武
貞

■
清
原
真
衡

■
清
原
清
衡

■
清
原
光
頼

■
清
原
頼
遠

■
清
原
武
衡

■
清
原
家
衡

じ
ょ
う
の
す
け

し
げ
な
り

お
に
き
り

べ

の
り
と
う

き

び

こ
の
た
け
た
だ

せ
ん
ぼ
く

ま

ひ
と

や

く
さ

え
み
し

ぬ
し

ふ
し
ゅ
う

ふ
し
ゅ
う

か
ば
ね

よ
し

ま

と

も
ち

つ
ね
き
よ

み
つ
よ
り

が
ん
ぎ
ょ
う

さ
だ
よ
り

よ
り
さ
だ

か
げ
す
え

ふ
か
え
の
こ
れ
の
り

ま
さ
と
う

よ
り
と
う

の
か
み

む

つ
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金
沢
柵
が
横
手
地
域
の
北
端
に

あ
る
、
金
沢
地
区
に
あ
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
が
ど
の
場
所
に
あ
っ
た
か
現

在
ま
で
特
定
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
候
補
地
と
し
て
金
沢
城
跡
が

あ
り
、
今
ま
で
金
沢
柵
と
考
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

金
沢
城
跡
は
、
奥
羽
山
脈
山
麓

か
ら
延
び
る
丘
陵
上
に
あ
り
、
標

高
約
90
ｍ
。
金
沢
柵
の
発
見
を
目

的
と
し
た
調
査
は
、
昭
和
39
〜
41
、

45
、
46
年
の
五
次
に
わ
た
っ
て
、

県
と
市
教
育
委
員
会
が
実
施
し
、

調
査
総
面
積
は
１
１
、
２
１
８
㎡

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

平
安
時
代
と
中
世
の
複
合
遺
跡
と

確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
出
土
し
た

遺
物
に
は
『
後
三
年
の
合
戦
』
当

時
の
も
の
は
な
く
、
金
沢
柵
と
断

定
で
き
る
材
料
を
発
見
す
る
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

た
だ
、
そ
の
前
後
の
遺
物
と
し

て
、
本
丸
よ
り
９
世
紀
後
半
か
ら

10
世
紀
前
半
の
須
恵
器
甕
の
破
片

や
、
12
世
紀
代
の
中
国
産
の
白
磁

の
碗
、
常
滑
産
の
三
筋
文
壺
な
ど

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一

番
多
い
も
の
は
中
国
製
の
青
磁
で
、

碗
・
皿
・
香
炉
・
盤
な
ど
が
出
土

し
て
お
り
、
14
世
紀
後
半
か
ら
15

世
紀
の
年
代
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

常
滑
産
の
三
筋
文
壺
は
、
出
羽

側
で
は
ほ
と
ん
ど
出
土
例
が
な
く
、

陸
奥
側
で
多
く
出
土
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
三
筋
文
壺
は
大

鳥
井
柵
跡
で
も
出
土
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
平
泉
の
時
代
に
は
金
沢

柵
と
大
鳥
井
柵
を
藤
原
氏
と
関
係

の
近
い
人
物
が
利
用
し
て
い
た
こ

と
を
示
す
資
料
で
あ
り
非
常
に
重

要
で
す
。

　

『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』
は
、
も

と
に
な
っ
た
絵
巻
が
12
世
紀
後
半

に
は
成
立
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、

実
際
に
戦
い
を
見
た
人
物
か
ら
の

伝
聞
に
よ
っ
て
描
写
さ
れ
た
可
能

性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
平
千
任
が

金
沢
柵
の
櫓
か
ら
源
義
家
を
の
の

し
る
場
面
に
は
、
櫓
が
切
岸
に
設

置
さ
れ
、
そ
の
高
さ
が
地
面
か
ら

５
、
６
ｍ
ほ
ど
の
高
さ
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
当
時
の
状
況
を
想
定
で

き
る
材
料
と
な
る
も
の
で
す
。
金

沢
城
跡
の
ふ
も
と
に
あ
る
陣
館
は
、

土
塁
と
空
堀
と
思
わ
れ
る
遺
構
が

確
認
さ
れ
、
標
高
、
立
地
も
大
鳥

井
柵
と
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
金

沢
柵
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

周
辺
に
は
、
当
時
の
地
名
と
考

え
ら
れ
る
陣
館
、
物
見
（
斥
候
）

山
、
西
沼
、
蛭
藻
沼
、
御
所
野
、

陣
ヶ
森
な
ど
の
名
称
が
残
り
、
伝

承
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

市
役
所
雄
物
川
庁
舎
か
ら
北
へ

約
２
㎞
の
距
離
に
あ
る
沼
館
地
区
。

沼
柵
が
沼
館
地
区
に
あ
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
が
ど
の
場
所
に
あ
っ
た
の
か
、

現
在
ま
で
特
定
は
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
沼
舘
城
跡
が
そ
の
候
補
地
と

し
て
、
今
ま
で
沼
柵
と
考
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
沼
舘
城
跡
は
標
高

45
ｍ
。
雄
物
川
の
流
れ
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
河
岸
段
丘
上
に
立
地

し
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
公
家
の
日
記
で
あ
る

『
康
富
記
』
に
は
、
沼
柵
の
戦
い

の
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
清
衡
、
太
守
に
参
り
、
此
の
歎

き
を
訴
え
申
す
の
間
、
自
ら
数
千

騎
を
率
い
て
家
衡
が
城
沼
柵
に
発

向
す
。
送
る
こ
と
数
月
、
大
雪
に

遇
い
、
官
軍
、
闘
い
の
利
失
い
、

飢
寒
に
及
ぶ
。
軍
兵
多
く
寒
死
し
、

飢
死
す
。
或
い
は
切
り
て
馬
肉
を

食
い
、
或
い
は
太
守
、
人
を
懐
い

て
温
を
得
せ
し
め
蘇
生
せ
し
む
」

と
あ
り
、
清
原
家
衡
が
源
義
家
を

退
け
た
戦
い
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　

ま
た
、
『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』

に
は
、
清
原
武
衡
と
家
衡
が
沼
柵

で
会
談
し
て
い
る
場
面
が
描
か
れ

て
お
り
、
陣
営
が
沼
柵
か
ら
金
沢

柵
へ
移
動
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
す
。
現
在
ま
で
、
沼
舘
城
跡
内

で
の
発
掘
調
査
は
行
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
木
戸
五
郎
兵
衛
神
社
近

く
の
千
刈
田
遺
跡
で
は
、
永
延
３

年
（
９
８
９
）
の
銘
が
あ
る
和
鏡

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
残
念
な
が

ら
現
在
行
方
不
明
で
す
が
、
発
見

さ
れ
れ
ば
国
宝
級
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
10
世
紀
末
頃
か
ら
11
世

紀
の
も
の
と
思
わ
れ
る
鏡
の
所
有

者
は
、
清
原
氏
と
関
連
あ
る
人
物

の
可
能
性
が
高
い
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
「
柵
」
の
読
み
方

は
一
般
的
に
サ
ク
で
す
が
、
『
吾

妻
鏡
』
や
『
太
政
官
符
』
で
は
柵

に
「
楯
」
や
「
館
」
の
字
を
あ
て

た
り
、『
色
葉
字
類
抄
』
で
は
「
柵

（
サ
ク
）
城
（
タ
テ
）
也
」
と
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
柵
は
タ
テ
と

読
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
沼
柵
＝
沼

舘
の
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

沼
舘
城
跡
周
辺
に
は
、
当
時
の

地
名
と
考
え
ら
れ
る
、
沼
舘
・
板

杭
・
棒
突
・
昼
飯
塚
・
作
（
柵
）

の
瀬
・
出
向
・
馬
場
な
ど
や
、
水

に
関
係
す
る
地
名
と
し
て
下
谷

地
・
西
谷
地
・
小
谷
地
・
桜
木
谷

地
・
正
願
谷
地
・
船
沼
・
志
戸
ヶ

池
な
ど
の
呼
び
名
の
ほ
か
、
伝
承

も
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

沼
柵
（ぬ
ま
の
さ
く
）

金
沢
柵
（か
ね
ざ
わ
の
さ
く
）

２

１　沼柵と推定される蔵光院と沼柵
　　跡の石碑

２　松平定信が日本の宝をまとめた
　　『集古十種』に載っている沼館
　　出土の鏡（上：表、下：裏）

１　市指定文化財『戎谷南山筆「後三年合戦絵詞」』上・
　　中・下巻（後三年の役金沢資料館に展示中）

２　大正13年に戎谷南山が描いた金沢柵鳥瞰図（城跡が
　　孔雀の形に似ていることから孔城とも呼ばれる）

１

と
こ
な
め

や
す

せ

た

が
り

づ
ま

か
ん

い
ろ

る
い

い
た

ぐ
い

ぼ
う
つ
き

い
で
む
か
い

ひ
る
い
い
づ
か

し
ょ
う

は

じ

じ
ょ
う

だ

ぷ

あ

か
が
み

と
み

き

さ
ん
き
ん
も
ん
つ
ぼ

る
い

か
ら
ぼ
り

ひ
る

も

も
の
み

ど

１

２
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大
鳥
井
柵
跡
は
、
市
役
所
本
庁

舎
か
ら
北
東
約
２
㎞
の
横
手
市
大

鳥
町
に
あ
り
、
小
吉
山
、
大
鳥
井

山
、
台
処
館
と
称
さ
れ
る
三
つ
の

丘
陵
の
上
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
遺
跡
は
『
陸
奥
話
記
』
に

よ
り
、
清
原
氏
の
一
族
大
鳥
太
郎

頼
遠
の
本
拠
地
と
考
え
ら
れ
、
安

倍
氏
の
鳥
海
柵
と
と
も
に
確
実
性

が
高
い
城
柵
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

昭
和
52
年
か
ら
７
年
に
わ
た
る

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
小
吉
山
東

部（
標
高
約
75
ｍ
）で
の
調
査
に
よ

り
、
土
塁
・
空
堀
が
二
重
に
巡
る

防
御
性
の
極
め
て
高
い
城
柵
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
土
塁
・
空
堀
の
内
側
、
す
な

わ
ち
居
住
域
の
外
縁
に
は
柵
列
も

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
柵
に

沿
っ
て
物
見
櫓
と
考
え
ら
れ
る
建

物
も
存
在
し
、
外
側
の
堀
に
は
土

橋
が
架
か
る
場
所
も
検
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
施
設
で
区
画
さ

れ
た
内
部
に
は
掘
立
柱
建
物
跡
や
、

竪
穴
住
居
跡
な
ど
が
作
ら
れ
て
お

り
、
掘
立
柱
建
物
跡
は
、
１
間
×

１
間
ま
た
は
１
間
×
２
間
と
比
較

的
小
規
模
で
す
。
竪
穴
住
居
跡
に

は
カ
マ
ド
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
鳥
井
柵
の
遺
跡
の
特
徴
は
、

『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』
の
金
沢
柵

の
様
子
か
ら
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
当

時
の
柵
と
大
鳥
井
柵
跡
が
類
似
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
泉
の
国
史

跡
柳
之
御
所
跡
（
藤
原
氏
の
政
庁

跡
と
推
定
さ
れ
る
遺
跡
）
の
空
堀

と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

藤
原
氏
が
清
原
氏
の
技
術
を
引
き

継
い
で
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

も
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

遺
物
は
、
椀
と
小
皿
の
セ
ッ
ト

と
な
っ
た
『
か
わ
ら
け
』
が
３
０

０
点
近
く
出
土
し
て
お
り
、
全
国

的
に
も
こ
の
時
代
の
も
の
が
ま
と

ま
っ
て
見
つ
か
っ
た
例
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
に
、
中

国
製
の
白
磁
器
・
硯
な
ど
が
出
土

し
て
い
ま
す
。
硯
は
ほ
ぼ
完
全
な

形
で
出
土
し
て
お
り
、
柳
之
御
所

跡
で
も
同
様
の
も
の
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
精
巧
な
作
り
か

ら
、
藤
原
氏
の
存
在
も
見
え
隠
れ

し
ま
す
。

　

遺
跡
の
時
期
は
10
世
紀
後
半
か

ら
12
世
紀
代
と
や
や
幅
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
間
断
絶
す
る
こ
と
な

く
遺
物
を
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、

２
０
０
年
近
く
継
続
し
て
使
用
さ

れ
て
い
た
柵
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　

大
鳥
井
柵
跡
は
、
文
献
と
考
古

資
料
の
整
合
性
の
あ
る
遺
跡
で
あ

り
、
そ
の
解
明
が
、
金
沢
柵
と
沼

柵
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

こ

き
ち

や
な
ぎ

す
ず
り

し
ょ

の

ご

ど
こ
ろ

だ
い

と
の
み
の
さ
く

も
の

た
て

ほ
っ

み
や
ぐ
ら

ば
し
ら

む

つ

わ

き

大
鳥
井
柵
（お
お
と
り
い
の
さ
く
）

１

２３

１　

発
掘
調
査
で
現
れ
た
大
鳥
井
柵
の
土
塁
と
空
堀

２　

儀
式
で
使
用
さ
れ
た
椀
と
小
皿
の
組
み
合
わ
せ
の

　
　
『
か
わ
ら
け
』

３　

平
泉
の
国
史
跡
柳
之
御
所
跡
出
土
の
硯
と
瓜
二
つ

　
　

の
中
国
製
と
考
え
ら
れ
る
硯

　

市
で
は
、
６
月
か
ら
金
沢
城

跡
・
沼
舘
城
跡
・
大
鳥
井
柵
跡

の
調
査
を
行
い
ま
す
。

■
金
沢
城
跡
・
沼
舘
城
跡
・
大

　

鳥
井
柵
跡
の
試
掘
調
査

時
期　

６
月
中
旬
〜
７
月
下
旬

場
所　

金
沢
城
跡（
北
の
丸
）・

　
　
　

沼
舘
城
跡
（
北
小
南
側

　
　
　

の
土
塁
）
・
大
鳥
井
柵

　
　
　

跡
（
大
鳥
井
神
社
南
側

　
　
　

の
土
塁
）

方
法　

約
２
メ
ー
ト
ル
幅
の
試

　
　
　

掘
溝
を
掘
り
、
状
況
に

　
　
　

応
じ
て
長
さ
を
変
化
さ

　
　
　

せ
、
そ
の
構
造
や
出
土

　
　
　

遺
物
を
確
認
し
ま
す
。

■
沼
舘
城
跡
詳
細
測
量
調
査

時
期　

６
月
上
旬
〜
９
月
上
旬

場
所　

沼
舘
城
跡
を
中
心
と
し

　
　
　

た
南
北
６
０
０
メ
ー
ト

　
　
　

ル
・
東
西
３
８
０
メ
ー

　
　
　

ト
ル
の
範
囲

内
容　

沼
舘
城
跡
の
一
千
分
の

　
　
　

一
の
地
形
測
量
を
し
ま

　
　
　

す
。
金
沢
城
跡
・
大
鳥

　
　
　

井
柵
跡
で
は
実
施
し
て

　
　
　

お
り
、
地
形
図
を
作
成

　
　
　

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
　
　

他
の
城
柵
城
館
と
比
較

　
　
　

可
能
と
な
り
ま
す
。

■
後
三
年
の
合
戦
公
開
講
座
を

行
い
ま
す

　

文
化
財
保
護
課
で
は
『
後
三

年
の
合
戦
』
と
は
何
か
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
公
開
講
座
を
行
い

ま
す
。

＊
『
後
三
年
の
合
戦
』
に
つ
い

て
、
文
献
に
よ
る
史
実
や
文
化

面
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

考
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
遺

跡
の
現
地
見
学
な
ど
の
臨
地
研

修
も
実
施
す
る
事
で
、
よ
り
皆

さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
と

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
一
回
目
は
、
発
掘
調
査
の
説

明
会
を
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

詳
細
が
決
ま
り
し
だ
い
市
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

郷土の歴史を解明し
後三年の合戦関連の
国史跡指定を目指します

市教育委員会
教育総務部文化財保護課

島田 祐悦さん
（しまだ　ゆうえつ）

　

い
よ
い
よ
本
年
度
か
ら
「
後
三

年
の
合
戦
」
の
発
掘
調
査
が
始
ま

り
ま
す
。
新
横
手
市
に
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
金
沢
柵
・
沼
柵
・
大

鳥
井
柵
の
３
柵
が
、
市
内
に
含
ま

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
３
柵
の
「
後
三
年
の

合
戦
」
と
の
関
連
と
遺
跡
範
囲
の

調
査
を
行
い
、
国
史
跡
指
定
を
目

指
し
ま
す
。

　

以
前
、
平
泉
町
世
界
遺
産
推
進

室
の
八
重
樫
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ

た
と
こ
ろ
、
「
後
三
年
の
合
戦
」

は
日
本
史
を
揺
る
が
す
ほ
ど
の
大

き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

『
源
威
集
』
と
い
う
本
に
は
、

源
氏
で
な
け
れ
ば
征
夷
大
将
軍
に

な
れ
な
い
理
由
を
「
３
度
の
奥
入

り
」
に
よ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
「
安
倍
氏
を
滅
ぼ
し
た
前

九
年
の
合
戦
」
、
「
清
原
氏
を
滅

ぼ
し
た
後
三
年
の
合
戦
」
、
「
藤

原
氏
を
滅
ぼ
し
た
文
治
合
戦
」
の

こ
と
を
指
し
、
こ
の
戦
い
に
よ
り

源
氏
は
武
家
の
棟
梁
の
地
位
を
確

立
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
な
け
れ

ば
江
戸
幕
府
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

横
手
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ

た
「
後
三
年
の
合
戦
」
は
、
日
本

史
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
影
響
力
を

与
え
て
い
る
の
で
す
。

　

平
泉
が
今
、
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

平
泉
も
横
手
で
起
こ
っ
た
「
後
三

年
の
合
戦
」
を
な
く
し
て
は
あ
り

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
泉
の
中
尊

寺
や
毛
越
寺
の
よ
う
な
寺
院
や
、

藤
原
氏
の
政
庁
と
い
わ
れ
る
柳
之

御
所
跡
は
偶
然
に
で
き
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
清
衡
が
「
前
九

年
・
後
三
年
の
合
戦
」
を
経
て
た

ど
り
着
い
た
「
浄
土
思
想
」
の
理

想
郷
で
あ
る
平
泉
を
築
い
た
こ
と

が
最
も
大
き
な
要
因
で
す
が
、
こ

の
横
手
に
い
た
清
原
氏
が
そ
の
よ

う
な
文
化
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
横
手
に
は
世
界

遺
産
に
つ
な
が
る
日
本
史
の
舞
台

が
眠
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

「
後
三
年
の
合
戦
」
の
発
掘
調

査
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
が
必
要
で
す
。
横
手
の
歴
史
を

掘
り
起
こ
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
資

源
と
し
て
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

特集「往古の戦い」～後三年の合戦を行く～

発
掘
調
査
を
行
い
ま
す

Interview
インタビュー

げ
ん

い
し
ゅ
う

し

み
ぞ

く
つ
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▼
生
ま
れ
変
わ
る
横
手
駅
前

　

横
手
駅
前
の
中
心
市
街
地
で
は
人
口
減

少
が
続
き
、
大
規
模
店
舗
の
郊
外
へ
の
立

地
に
よ
り
商
業
機
能
も
衰
退
し
て
き
た
上
、

平
鹿
総
合
病
院
の
郊
外
へ
の
移
転
が
決
ま

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
駅
前
地
区
の
空
洞
化

は
避
け
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
平
成
15
年
、
国
の
モ
デ
ル
調
査

な
ど
を
受
け
、
事
態
が
切
迫
す
る
前
に
対

策
を
講
じ
よ
う
と
、
地
元
関
係
者
と
行
政

が
連
携
し
て
協
議
や
勉
強
会
を
重
ね
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
や
商
業
機
能
の
再
生

な
ど
を
図
る
た
め
の
検
討
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
17
年
８
月
に
は
、
地
区
の
権
利
者

に
よ
る
横
手
駅
前
地
区
再
開
発
協
議
会
が

設
立
さ
れ
、
勉
強
会
や
視
察
会
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。
18
年
１
月
に
は
横
手
駅
東

口
第
一
地
区
市
街
地
再
開
発
準
備
組
合
を

発
足
し
、
18
年
度
に
事
業
計
画
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

▼
事
業
の
概
要

　
Ｊ
Ｒ
横
手
駅
東
側
の
２
．
１
㌶
の
区
域

に
地
上
８
階
建
、
延
べ
約
２
万
７
、
０
０

０
㎡
の
建
物
を
建
設
し
、
横
手
市
の
顔
と

し
て
、
商
業
や
文
化
、
健
康
管
理
・
増
進
、

交
流
、
居
住
な
ど
、
多
様
な
機
能
を
集
積

す
る
計
画
で
す
。
ま
た
広
場
な
ど
も
設
け
、

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
で
人
が
集
ま
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
詳
細
な

事
業
計
画
や
建
物
の
計

画
を
作
り
な
が
ら
準
備

組
合
か
ら
本
組
合
へ
と

移
行
し
て
解
体
工
事
に

着
手
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
20
年
度
か
ら

建
築
工
事
を
始
め
、
22

年
度
に
事
業
を
完
了
す

る
予
定
で
す
。

▼
多
く
の
市
民
の
期
待

に
こ
た
え
る
た
め

　

地
区
の
活
性
化
の
た

め
に
は
、
ま
ず
は
居
住

者
を
増
や
す
こ
と
が

必
要
で
す
。
幸
い
、

事
業
後
も
地
区
内
に

住
み
続
け
る
こ
と
を

希
望
し
て
い
る
方
が

た
く
さ
ん
お
り
ま
す

が
、
良
質
な
住
宅
施

設
を
整
備
し
、
さ
ら

な
る
居
住
人
口
の
増

加
を
目
指
し
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
商
業

施
設
の
魅
力
向
上
で

す
。
集
客
力
の
高
い

施
設
、
テ
ナ
ン
ト
が

必
要
で
あ
り
、
利
便

性
が
高
く
日
常
生
活
に
活
用
で
き
る
場
所

と
し
て
整
備
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

▼
考
え
ら
れ
る
課
題
は
？

　

横
手
市
の
玄
関
口
と
し
て
、
親
し
み
や

す
く
統
一
感
の
あ
る
景
観
に
配
慮
し
た
整

備
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
公

共
交
通
対
策
や
情
報
発
信
機
能
の
整
備
に

よ
っ
て
こ
の
地
区
を
訪
れ
る
人
を
増
や
す

こ
と
や
、
高
齢
者
を
含
む
す
べ
て
の
人
の

生
活
に
合
っ
た
環
境
整
備
な
ど
も
重
要
な

課
題
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
権
利
者

や
行
政
な
ど
関
係
者
が
手
を
携
え
、
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
地
区
が
目
指
す
将
来
像
と
今
後
の
進
め

方
に
つ
い
て

　

高
齢
化
社
会
は
今
後
も
続
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
高
齢
者
を
は
じ
め
、
幅
広

い
世
代
の
交
流
に
よ
り
、
に
ぎ
わ
い
を
創

出
で
き
る
地
区
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

関
係
者
の
努
力
の
も
と
、
多
く
の
皆
さ

ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
り
良
い
ま
ち

づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
応
援
と
協
力
を
得
な
が
ら
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
建
設
部
都
市
計
画
課
（
十
文
字
庁
舎

　

２
階
）　

４
２
ー
５
１
１
７

＊
横
手
駅
周
辺
地
区
の
都
市
再
生
整
備
計

画
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

は
、
市
都
市
計
画
課
ま
た
は
各
地
域
局
地

域
維
持
課
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●事業施行者
　横手駅東口第一地区市街地再開発準備組合
　（今後、再開発組合へと移行予定）
●事業期間
　平成18年度～平成22年度（予定）
●総事業費
　約85億円（予定）
●想定される市の事業費
　約13億５千万円
　※（国１／３、県１／６、市１／６の補助事業）
●整備を予定している施設
　・住宅系（分譲マンション、賃貸マンション）
　・商業系（スーパーマーケット、個人商店）
　・事務系（事務所、銀行等）
　・公共系（市の交流拠点施設、広場）
　・交通系（バスターミナル、駐車場）

横手駅周辺地区の活性化に向けて横手駅周辺地区の活性化に向けて横手駅周辺地区の活性化に向けて横手駅周辺地区の活性化に向けて
ＪＲ横手駅周辺では、大型店舗の郊外出店の影響を受け商店街が衰退
していることに加え、若い世代も郊外に移転するなど、地区の高齢者
の割合が非常に高くなっています。また、平鹿総合病院の移転により、
人が集まる場所がなくなりつつあり、地区の衰退にさらに拍車がかか
ることが心配されています。市では、地区が抱えるこのような課題の
解決と地区の再生のための取り組みを進めています。

駅はどうなる？ 旧平鹿総合病院跡地は？駅はどうなる？ 旧平鹿総合病院跡地は？

横手駅（東口側）整備イメージ

横手駅西口広場整備イメージ

市街地再開発事業対象区域

横手駅東口第一地区
市街地再開発事業の概要

視点－横手駅周辺のまちづくり
目標－魅力とにぎわいの再生実現のために
役割－・横手市の顔、玄関口としての整備
　　　・横手駅西側からの利便性向上
　　　・市民のさまざまな活動を支えるために
　　　　これまでの都市基盤を有効活用し街を再生

●事業主体　横手市
●事業期間　平成19年度～平成23年度（５年）
●事 業 費　約51億円（うち国からの交付金が約40％）

横手駅周辺地区都市再生整備計画の概要

都
市
再
生
整
備
計
画
と

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

都
市
再
生
整
備
計
画
と

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

横
手
駅
東
口
第
一
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業

横
手
駅
東
口
第
一
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業

▼
主
な
事
業
内
容

　

こ
の
計
画
で
定
め
ら
れ
た
主
な
事
業
は
、

歩
行
者
専
用
で
線
路
の
上
空
を
通
る
横
手

駅
東
西
自
由
通
路
、
線
路
の
上
空
に
建
設

し
自
由
通
路
と
連
結
す
る
橋
上
駅
舎
、
駅

東
西
駐
輪
場
、
駅
西
広
場
（
基
盤
と
な
る

整
備
は
、
三
枚
橋
土
地
区
画
整
理
事
業
と

し
て
実
施
中
）
の
整
備
、
お
よ
び
市
街
地

再
開
発
事
業
の
支
援
事
業
な
ど
で
す
。

▼
計
画
を
実
現
さ
せ
る
国
の
支
援

　

「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」

　

こ
の
計
画
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
必
要

と
な
る
の
が
国
か
ら
の
支
援
「
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
事
業
」
で
す
。
こ
の
交
付
金
を

受
け
る
た
め
に
は
、
事
業
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
回
答
者
の
過
半

数
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
今
年
１
月
か
ら
２
月
に
か
け

て
、
20
歳
以
上
の
市
民
１
、
０
０
０
人
を

対
象
に
こ
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
４
２
３
人
か
ら
回
答
が
あ
り
、

「
事
業
に
期
待
で
き
る
」
と
「
少
し
期
待

で
き
る
」
と
回
答
し
た
方
が
、
２
５
９
人

で
約
61
・
３
％
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
こ
の

結
果
を
国
に
報
告
し
、
交
付
金
事
業
の
採

択
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
全
国
的
な
平
均
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

回
収
率
が
約
30
％
、
賛
同
率
が
50
％
台
と

な
っ
て
お
り
、
横
手
市
民
の
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
え
ま
す
。

▼
目
標
と
効
果

　

秋
田
県
南
部
の
中
心
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
、
駅
周
辺
を
中
心
と
し
た
「
魅
力
と
に

ぎ
わ
い
の
再
生
」
を
目
標
と
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
新
た
に
駅
の
西
口
と

駅
西
広
場
が
作
ら
れ
る
こ
と
で
、
国
道
13

号
な
ど
か
ら
駅
西
広
場
へ
の
乗
り
入
れ
が

可
能
に
な
り
、
公
共
交
通
機
関
（
電
車
、

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
）
が
集
ま
る
場
所

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
内
全
域

ま
た
は
、
市
外
か
ら
の
交
通
の
便
が
よ
く

な
り
、
地
区
住
民
は
も
と
よ
り
新
市
全
域

の
住
民
が
集
い
、
ま
ち
に
来
る
人
た
ち
と

の
交
流
の
場
所
と
し
て
楽
し
さ
を
演
出
、

に
ぎ
わ
い
の
場
が
作
ら
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
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旭
日
双
光
章

　

   

【
選
挙
管
理
事
務
功
労
】

元大森町選挙管理委員長
伊勢道雄氏（大森・82歳）

旭
日
双
光
章

　

  　
　

 

【
地
方
自
治
功
労
】

元雄物川町議会副議長
大石廣氏（雄物川・80歳）

旭
日
双
光
章

【
簡
易
郵
便
局
受
託
業
務
功
労
】元羽後南郷簡易郵便局長

照井喜代治氏（山内・80歳）

旭
日
双
光
章

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
地
方
自
治
功
労
】秋田県相撲連盟副会長

・元十文字町議会議員
武蔵信悦氏（十文字・70歳）

瑞
宝
双
光
章

　
　
　
　

 

【
更
正
保
護
功
労
】

保護司
佐川秋治氏（横手・75歳）

瑞
宝
双
光
章

　
　
　
　
　

 　
【
消
防
功
労
】

元増田町消防団長
松井剛一氏（増田・70歳）

瑞
宝
双
光
章

　

     　
【
郵
政
事
業
功
労
】

元大森郵便局長
朝川瑛二（大森・71）

瑞
宝
双
光
章

　
　
　
　
　
　

 

【
消
防
功
労
】

元横手市大雄消防団長
五十嵐康氏（大雄・71歳）

瑞
宝
単
光
章

　
　
　
　

 

【
児
童
福
祉
功
労
】

元明照保育園長補佐
尾形雅子氏（横手・70歳）

瑞
宝
単
光
章

　
　

     

【
統
計
調
査
功
労
】

国勢など各種統計調査員
柴田喜美男氏（平鹿・71歳）

瑞
宝
単
光
章

　
　
　
　

   　
【
消
防
功
労
】

元平鹿町消防団副団長
小野倉造氏（平鹿・71歳）

瑞
宝
単
光
章

　
　
　
　
　
　

 

【
消
防
功
労
】

元十文字町消防団長
佐々木豊氏（十文字・73歳）

瑞
宝
単
光
章

　
　
　
　

 　
　
【
消
防
功
労
】

元横手平鹿広域市町村圏組合消防司令補
神原祐治氏（十文字・74歳）

黄
綬
褒
章

　
　
　
　
　

 　
【
業
務
精
励
】

秋田県郵便切手販売協会副会長
七尾ミサオ氏（横手・77歳）

瑞
宝
単
光
章

　
　
　
　

   　
【
警
察
功
労
】

元警部補
村上力男氏（横手・76歳）

春
の
褒
章

春
の
叙
勲 春春の

叙勲
褒章

平成19年

　

平
成
19
年
春
の
叙
勲
と
褒
章

が
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

横
手
市
か
ら
は
、
叙
勲
14
人
、

褒
章
が
１
人
の
計
15
人
が
受
章

さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

晴
れ
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
た

皆
さ
ん
に
は
、
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

【横手地域】
基本健診、結核検診、大腸がん検診、前立腺がん検診、生
活習慣病予防健診
６月１日（金）、４日（月）～６日（水）、18日（月）～22日（金）
【雄物川地域】
基本健診、結核検診、大腸がん検診、前立腺がん検診、生
活習慣病予防健診
６月11日（月）～15日（金）、19日（火）～22日（金）、25日（月）
～29日（金）
【十文字地域】
胃がん検診　　６月１日（金）、４日（月）～７日（木）
婦人科検診　　６月４日（月）～６日（水）
骨粗鬆症検診　６月28日（木）～29日（金）
【山内地域】
基本健診、結核検診、胃がん検診、大腸がん検診、婦人科検
診、前立腺がん検診、骨粗鬆症検診、生活習慣病予防健診
６月１日（金）、４日（月）～８日（金）、11日（月）～15日（金）、
26日（火）～29日（金）
【大雄地域】
基本健診、結核検診、胃がん検診、大腸がん検診、婦人科
検診、前立腺がん検診、骨粗鬆症検診
６月４日（月）～６日（水）、11日（月）～13日（水）、25日（月）
～27日（水）
◆問合せ　各地域局福祉保健課健康づくり担当

　市営墓園の使用希望者を募集しています。申し込み
は各墓園がある地域局市民生活課にて随時受け付けし
ています。申し込み資格や提出書類等については別途
ご案内しますので、下記へご連絡ください。

◆墓園の概要と募集区画数（平成19年５月10日現在）

　
　前郷墓園（横手市前郷字兀山115）は現在、区画造成
工事中です。今年度の募集については、後ほど市報等
にてお知らせします。
◆問合せ　市福祉環境部環境課（大雄庁舎内）  35-2184、
　　　　　または平鹿地域局市民生活課  24-1113、大
　　　　　森地域局市民生活課  26-2115

集団検診のお知らせ（６月分）

　生活バス路線の運行について、事業者から次の路線
を平成20年３月31日をもって一部廃止したいとの意向
が伝えられました。これを受け、市では新成線につい
ては湯沢市と羽後町、大曲造山線については大仙市と
協議をしています。また、このことについて沿線住民
の皆さんからご意見を伺うためのアンケート調査を実
施中ですので、ご協力をお願いします。調査後は住民
説明会を開催する予定です。

新  成  線　湯沢営業所　 羽後交通発売所   大沢上
　　　　　　丁（廃止区間：西馬音内～大沢上丁）
大曲造山線　大曲バスターミナル　 阿気上丁   造山
            （廃止区間：角間川～造山）　
　
　　生活バスは地域住民の移動手段を確保する重要
　な公共交通機関です。運行にはバス事業者の営業
  努力はもとより、赤字の一部を国や県、市が補助
  しています。生活バスを身近な交通手段として、
  ぜひご利用くださいますようお願いします。

◆問合せ　市総務企画部企画課（本庁南庁舎内）
　　　　　　35-2164

生活バス路線の一部廃止について

市営墓園の使用者を募集

そ しょう

そ しょう

そ しょう

名　　  称

所  在  地
種  　　別
墓 地 規 格
永代使用料
管理手数料
募集区画数

所  在  地

傾城塚墓園

平鹿町浅舞字横
手街道北135-1

規制
4.0㎡
260,000円
1,500円/年
23

大森墓園

大森町上溝字白山下
16-11

規制     自由 
 4.0㎡     4.0㎡

160,000円
2,000円/年
64       59

information
市からのお知らせ 政情報便行

→←

→← →←

→←

「
大
会
旗
・
炬
火
リ
レ
ー
」走
者
に
委
嘱
状

　

５
月
20
日
、
秋
田
わ
か
杉
国
体
・
秋
田

わ
か
杉
大
会 

横
手
市「
大
会
旗
・
炬
火
リ

レ
ー
」
委
嘱
状
交
付
式
が
市
役
所
南
庁
舎

で
行
わ
れ
、
公
募
と
推
薦
で
決
ま
っ
た
リ

レ
ー
走
者
１
３
１
人
中
１
１
８
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
五
十
嵐
市
長
か
ら
リ
レ
ー
隊

長
と
採
火
者
代
表
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

８
月
５
日
に
は
、
大
森
地
域
の
保
呂
羽

山
波
宇
志
別
神
社
神
楽
殿
で
採
火
を
行
い
、

市
役
所
南
庁
舎
ま
で
の
10
区
間
を
リ
レ
ー

で
炬
火
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

秋田わか杉国体・秋田わか杉大会
横手市「大会旗・炬火リレー」委嘱状交付式

緊張した面持ちで市長から委嘱状を受ける採火者代表

き
ょ

は

う

し

わ
け

にい

けいせい づか

はげ

なり

やまつくり
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information
市からのお知らせ 政情報便行

国体強化練習を公開します

農業の総合ワンストップ支援窓口を設置平成19年度所得証明書の発行について

　平成19年度所得証明書（平成18年分）については６
月11日（月）から発行できる予定となっています。
　奨学金出願、公営住宅入居、幼稚園就園奨励費、扶
養の申請など使用目的をご確認のうえ申請ください。
◆問合せ  市財務部市民税課市民税担当（横手庁舎内）
　　　　　　32-2510、または各地域局市民生活課へ

　横手盆地の遺跡と遺物が網羅された『横手市史』の
資料編「考古」が刊行されました。他にも史料編・特別
編が刊行されています。
　また、明治時代に横手町で発行された『羽後新報』
の復刻版を「横手市史叢書」として刊行しています。
◆問合せ　横手地域局市史編さん室 　35－5722

　
　
　羽後カントリー（株）から、市に対し同社ゴルフ場の
株主優待券等を提供いただきました。市では、市民の
皆さんに活用いただくため、抽選で無料配布します。
◆無料配布する株主優待券等
　　　　　　株主優待券100枚、プレー優待券５枚、
　　　　　　飲食割引券１枚
◆応募条件　市内在住の方
◆応募方法　はがきまたはメールにより、住所、氏名、
　　　　　　世帯主名を記入し申し込みください。　
　　　　　　（一人１口まで）
◆応 募 先　〒013－8601　横手市前郷字下三枚橋269
　　　　　　横手市財務部管財課　（　35-2168）
　　　　　　E-mail : kanzai@city.yokote.lg.jp
◆応募締切　６月15日（金）必着

　県体育協会国体競技力向上対策局では、選手に対す
る励ましや競技への理解を深めてもらうために、毎月、
練習公開日を設定しています。
　横手市内でも次の日程で公開練習が予定されていま
す。会場に足を運んでみてはいかがでしょう。
【軟式野球】
◆公開日　６月９日（土）午前９時～午後４時
◆会　場　平鹿野球場
◆内　容　佐藤病院（山形県）を招き強化試合を予定
【バレーボール少年女子】
◆公開日　６月９日（土）午前10時～午後１時
◆会　場　横手体育館
◆内　容　聖霊高校の公開練習

公民館の各種講座は館報でお知らせします

『横手市史』、『羽後新報』復刻版を刊行

羽後ＣＣ株主優待券等を無料配布します

平成19年度個人住民税が変わります

※所得や控除に変動がない場合でも、上記の改正内容に記
載している、定率減税の廃止や老齢者非課税措置の廃止に
伴う経過措置といった、税源移譲以外の改正により所得税
を合わせた実質的負担は増加となります。

　 市では、集落営農づくりや法人化などの新たな農
業経営の取り組みや、それに伴う事業の導入に関する
相談、後継者対策など、様々な問題に対する相談窓口
として『ワンストップ支援窓口』を設置しました。
　農業分野の総合的な相談に対応できる体制を整えて
いますので、お気軽にご相
談ください。
◆設置場所　市産業経済部
　農政課内（増田庁舎内）  
　　45－5522

　
　
  国に納める所得税の割合を減らし、その分を住民税
（市・県民税）の割合で増やそうとする国から地方への
税源移譲に伴い、平成19年度個人住民税はこれまでに
ない大幅な改正となります。これにより多くの方の住
民税が増額となりますが、住民税と所得税を合わせた
税額は変わらないよう措置されています。
【主な改正点】
●住民税所得割の税率が一律10％になります
　（市民税６％、県民税４％）
●定率減税が廃止されます
　昨年度まで所得割額の7.5％（上限20,000円）を減額
　していましたが、景気の動向を踏まえ廃止されます。
●老齢者非課税措置の廃止に伴う経過措置
　昭和15年１月２日以前に生まれた方で、前年の合計
　所得金額が125万円以下の方は、非課税措置廃止の経
　過措置として平成18年度は税額の３分の１、平成19
　年度は３分の２、平成20年度は全額負担となります。
●調整控除額が新設されます
　住民税と所得税では、扶養控除や配偶者控除などの
　人的控除額に差があり、これによって生じる住民税
　の負担増を調整するため新設されます。

◆問合せ  市財務部市民税課市民税担当（横手庁舎内）
　　　　　　32-2510、または各地域局市民生活課へ

　
　
　今年度は、生涯学習センターや公民館が主催する講
座や事業案内についてまとめた「生涯学習だより」を
発行しないことになりました。各種講座等の実施につ
いては、各生涯学習センターや公民館が発行する館報
などでご確認いただき、お申し込みください。
◆問合せ  各地区の生涯学習センター・公民館まで

そう しょ

職員の「昼休み」時間短縮の試行について

国保税「２割軽減申請書」の提出について

　平成19年度の国保税が２割軽減の対象となる世帯に、
国民健康保険税「２割軽減申請書」を送付しました。
該当する方は必要事項を記入し、期限まで忘れずに申
請をしてください。申請書の提出がない場合は、軽減
ができなくなりますのでご注意ください。
　また、７割及び５割軽減に該当する世帯の方は申請
は必要ありませんが、国保加入者全員の所得申告が必
要です。平成18年分の所得申告をしていない方は必ず
申告をしてください。申告がない場合は適正な軽減が
できなくなりますので、所得が無い場合も必ず申告し
てください。
◆申請期限　６月15日（金）
◆問 合 せ  市財務部市民税課（横手庁舎内）　32-
　　　　　　2510、または各地域局市民生活課へ

　
　「道の駅 十文字」の直売所をご利用の際は、臨時
駐車場をご利用ください。道の駅オープンまでは国道
から入ることができませんので、ご注意ください。
◆営業時間　午前９時～午後７時
◆問 合 せ　道の駅開設準備室　42-5116

　市では、職員の休息時間を廃止する方向で検討して
おり、６月と７月に試行を実施します。試行期間中は
職員の昼休み時間がこれまでの１時間から45分へと短
縮になり、６月は12：00～12：45、７月は12：15～13：00
となりますが、市役所の業務時間に変更はありません
ので、ご理解をお願いします。
◆問合せ　市総務企画部人事課（本庁南庁舎内）
　　　　　　35-2163

農業者年金の「現況届」を提出ください

「道の駅 十文字」臨時駐車場をご利用ください

増田十文字
商工会

コンビニ

十
文
字
文
化

　
　
　

セ
ン
タ
ー

臨
時
駐
車
場

ＪＡ十文字
支店

幸福会館

ふれあい直売
十文字（道の駅）

←至 湯沢 国道13号 至 横手→

↓

↓

↓

↓↓

□４月30日付退職
　福祉環境部社会福祉課
　障がい福祉担当主査　　　　高橋 法子

職員人事異動

　５月末に農業者年金基金から受給者へ送付されまし
た「現況届」用紙は、引き続き年金を受給する資格が
あるか確認をするためのものです。届出用紙裏面を参
考に記入し、各地域局農業委員会事務局までお届けく
ださい。なお、期限まで提出されない場合、支給が一
時差し止められることがありますのでご注意ください。
◆提出期限　６月29日（金）必着
◆問 合 せ　各地域局産業振興課農業委員会事務局担当

　
　北上線を３年ぶりに蒸気
機関車「ＳＬ北東北ＤＣ号」
が走ります。これを記念し
て無料試乗会を開催します。
ぜひご参加ください。
◆期    日　６月29日（金）
◆日    程　
　横手駅13：29発→ほっと
　ゆだ駅14：21着
 （ほっとゆだ駅からの帰
　 りについては、ＪＲ北
   上線の利用者が乗車で
   きないケースや混乱が
   予想されますので、各
   自で交通手段を確保し
   てください）
◆対　　象　市内に住所のある方（定員200人）
◆申 込 み　往復ハガキを使用し、往信用文面に申
  し込む方全員の①住所②氏名③年齢④電話番号を、
  返信用宛名面に代表者の①郵便番号②住所③氏名を
  ご記入ください（１枚で２人まで申し込みできます
　が、重複しての応募はできません。小学生以下は保
　護者同伴で、乳幼児でも座席が必要な場合は１人分
　とします。応募者多数の場合は抽選とし、６月22日
　発送予定の返信用ハガキにてお知らせします）
◆申込期限  6月15日（金）必着
◆申 込 先  〒013-8601横手市前郷字下三枚橋163
            岩手・秋田県際交流事業実行委員会
　　　　　　（市総務企画部企画課内）　35-2164
北上線ＳＬ運行のお知らせ
　７月１日（日）・２日（月）の２日間、ＪＲ北上線でＳ
Ｌを運行します。乗車券は運行日の１か月前から最寄
りの駅で発売します。
【横手行】北上駅9：11発→ほっとゆだ駅10：42発→ 
          横手駅11：29着
【北上行】横手駅13：29発→ほっとゆだ駅14：50発→   
　　　　　北上駅15：53着　
◆詳しくはＪＲ横手駅（　32-4048）まで直接お問い
　合わせください

「ＳＬ市民無料試乗会」参加者募集
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発売を祝い、ワインを堪能
■大森ワインパーティー２００６（大森）
　５月18日、大森ワインの発売を祝う大森ワインパー
ティーがさくら荘で開催されました。パーティーには
144人の方が参加。今年新発売となる冷凍果汁仕込み
の大森ワインや日本各地の地ワインなども振舞われ、
参加者は味の違いを比較して出来栄えを楽しみました。
　会場を訪れた地元のブドウ生産農家の皆さんは「去
年は雨が少なく、ブドウ作りに最適な気候だった。の
ど越しの良い、甘いワインができて安心した」と新酒
の味に満足した様子でした。 乾杯し、発売前の大森ワインを一足先に味わいました

ふるさとへの思いをのせて
■埼玉県から観光バスが来横
　埼玉県で飲食店を営む十文字町出身の嶋田浩さんが、
地元松伏町と横手市を結ぶ無料バスツアーを企画し、
５月19日朝、参加者20人を乗せて横手駅前に到着しま
した。これは、バス会社での勤務経験を持つ嶋田さん
が「首都圏から観光客を連れて行くことで、少しでも
ふるさとの活性化になれば」と、みずからバスを購入、
実現したもの。横手での滞在はわずか12時間と短い時
間ながら、参加者は「温泉にも行きたいし横手やきそ
ばも食べたい」などと、思い思いに楽しんでいました。市の観光担当職員がおしぼりやジュースなどを配って歓迎

修学旅行生が農作業を体験
■修学旅行農作業体験受け入れ（大森）
　神奈川県三浦市の三崎中学校の３年生67人が５月17
日、修学旅行で大森地区を訪れ、農業体験をしました。
　初めに、大森町コミュニティセンターで行われた対
面式では、受け入れ農家20人と大森中学校の２年生36
人が訪問を歓迎。その後、生徒たちはグループごとに
分かれて受け入れ農家宅へ移動。田植えやハウス内で
の野菜の苗の定植、シイタケの収穫などといった農作
業を体験し、地元農家の皆さんとの交流を深めていま
した。雨の中、生徒たちは一株一株丁寧に苗を植えていました

スギッチ光らせ無事故目指す
■自転車用反射材を寄贈（横手）
　中学生の自転車事故を防ぐため、横手地区の事業主
交通安全推進協会（奥山和彦会長）と安全運転管理者
協会（齋藤實会長）が５月11日、横手警察署にて市内
の中学生へ自転車用反射材を寄贈しました。
　反射材は直径約４.5㎝で車輪の軸に取り付けるタイ
プ。秋田わか杉国体のＰＲを兼ね、中央には各中学校
周辺で開催される競技のスギッチが描かれています。
反射材を受け取った生徒は「この反射材を付け、他の
模範となるよう頑張りたい」とお礼を述べました。 スギッチの自転車用反射材を受け取る各中学校代表者

地域の

五十嵐市長の
健康づくりプロジェクト

　

国
体
ま
で
い
よ
い
よ
あ
と
４
か
月
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
国
体
の
成

功
を
願
い
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ス
ギ
ッ
チ
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

作
品
を
製
作
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

市
民
み
ん
な
で
成
功
さ
せ
よ
う
！

い
ろ
ん
な
ス
ギ
ッ
チ
作
品
が
登
場
し
て
い
ま
す

が
ん
ば
れ
ス
ギ
ッ
チ
！

国
体
だ
よ
り

No.14

スギッチぼんでん

　前郷にお住まいの高橋充雄さんは、元
大工さんだった腕を生かして、「スギッ
チぼんでん」を製作してくれました。材
料のほとんどは廃材を活用しているとい
う、エコ感覚あふれる作品です。勇壮華
麗な横手ぼんでんのパワーが選手の皆さ
んに伝わって、練習の成果が充分に発揮
されるといいですね。

スギッチのれん

　繭玉に色付けして作成された「スギッ
チのれん」。山内大松川にお住まいの坂
本勇さんによる作品です。かつて山内地
域で盛んだった養蚕業を懐かく思い、10
年ほど前から繭玉を使ったさまざまな作
品を作っているそうです。秋田ふるさと
村には迫力ある大型スギッチのれんが展
示され、観光客へ国体をＰＲしています。

健康の駅トレーニングセンターでエ
アロバイクを使用した運動に挑戦

　　　　　　　　～健康の駅推進室から～
　今回は、健康の駅トレーニングセンター
の利用者にインタビューしてみました。
Ｑ．利用して変わったことや継続する秘訣は？
・体力がつき、よく眠れ、食事もおいしいです。センターが休みの日でも、運動
　をするようになりました。今年は、市民マラソンに挑戦したいです。また仲間
　ができ、ストレス解消や交流の場となっており、楽しく体を動かすことが継続
　の秘訣です（泉田さん／55歳）。
・体力がつき、食事もおいしく感じる。健診がこれからなので、結果が楽しみで
　す。トレーニングを始める前、「仕事が休みの日に行く」と決めたので、効果
　が出るまで続けたいと思っています（佐藤さん／50歳）。
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昨
年
度
、
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れ
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営
品
質
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上
活
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を
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践
し
た

県
内
の
企
業
、
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織
に
対
す
る
表
彰
式
に
出
席
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ま
た
、
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通
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、
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営
革

新
の
実
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を
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意
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花
き
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培
す
る
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プ
の
総
会
に

参
加
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難
儀
な
仕
事
の
よ
う
だ
が
、
元
気
な
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ー

を
中
心
に
、
仲
間
が
一
致
団
結
し
て
意
欲
的
に
栽
培
に

取
り
組
ん
で
い
る
お
話
を
伺
い
、
農
業
者
と
し
て
充
実

し
た
人
生
を
送
っ
て
い
る
と
感
じ
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。
元
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を
も
ら
っ

て
会
場
を
後
に
す
る
。

前回（4/12）

今回（5/11）

増　　減

体重

87.8㎏

87.4㎏

-0.4㎏

体脂肪

31.4％

30.0％

-1.4％

平均歩数

4,580歩

5,907歩

+1,327歩

市長の測定データ

主
な
仕
事
の
内
容
を
報
告
し
ま
す

市
長
で
す

市長の動静
（４月中旬～５月中旬）

横
手
市
長　

五
十
嵐 

忠
悦
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丹尾　香菜子さん
　（23歳・十文字）

石井くみ子さん
　（58歳・横手）

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
す
こ
や
か
大
雄
」

に
勤
務
し
て
い
る
香
菜
子
さ
ん
。

　

介
護
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大
好
き
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で
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し
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い
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を
し
た
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綺

麗
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に
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付
く
な
ど
、
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人
の
新
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な
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に
触
れ
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と
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が
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人
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◆
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分
の
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？

　

基
本
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に
前
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き
な
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で
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？

　

自
分
の
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え
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
い
る
人
。

◆
モ
ッ
ト
ー
は
？

　

努
力
型
な
の
で
「
継
続
は
力
な
り
」
で
す
。

ちぎり絵
サークル

福原　長一さん（75歳）
　　　イネさん（72歳）

（平鹿）

　「ちぎり絵サークル」は平成２年に結
成。現在は13人のメンバーが月１回、大
森公民館で午前９時30分から午後３時ま
で作品の製作に励んでいます。
　ちぎり絵は、色紙の上に何十種類もの
和紙を筆で貼り付けていく根気のいる作
業。一目見ただけではちぎり絵と気付か
ないような緻密な作品から和紙らしい風
情ある作品までと作り手により様々。２
時間で完成するものもあれば半年もかか
るような大作もあるそうです。
　月１回の集まりでは間に合わないため、
各自家で製作することも多いそうですが、
皆さんサークルでの集まりを心待ちにし
ているそうです。弁当を持ち寄り、和気
あいあいと会話を楽しみながらのちぎり
絵作り。あなたも参加してみませんか。
◆問合せ　赤川さん　26-3536　

横手幼児園（横手）くま組のおともだち
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。
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薫
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に
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ま
し
た
。

　

「
宮
崎
、
東
京
、
秋
田
と
暮
ら

し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
の
生
活
が

一
番
長
く
な
り
ま
し
た
ね
」
と
感

慨
深
げ
に
話
す
、
く
み
子
さ
ん
。

「
初
め
て
秋
田
に
来
た
と
き
は
、

こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
り
ん

ご
畑
の
広
さ
に
母
と
と
て
も
驚
い

た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま
す
。
故
郷

に
比
べ
、
こ
ち
ら
の
料
理
は
漬
物

や
山
菜
な
ど
手
間
ひ
ま
を
か
け
た

も
の
が
多
い
で
す
ね
。
こ
う
し
た

違
い
や
そ
の
味
わ
い
深
さ
を
楽
し

む
の
も
良
い
も
の
で
す
よ
」
と
主

婦
ら
し
い
視
点
も
覗
か
せ
ま
す
。

　

現
在
は
家
業
の
電
器
店
を
手
伝

う
毎
日
で
す
が
、
大
好
き
な
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
も
継
続
中
と
の
こ
と
。

「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
私
と
主
人
、

そ
し
て
横
手
の
皆
さ
ん
と
を
結
び

つ
け
て
く
れ
た
、
大
切
な
ス
ポ
ー

ツ
。
私
に
と
っ
て
は
切
り
離
せ
な

い
存
在
で
す
」
と
、
仕
事
に
ス
ポ

ー
ツ
に
と
忙
し
い
日
々
を
精
力
的

に
送
っ
て
い
ま
す
。

　

福
原
さ
ん
ご
夫
婦
は
、
昭
和
32

年
４
月
に
ご
結
婚
。
21
歳
の
若
さ

で
福
原
家
に
嫁
い
だ
イ
ネ
さ
ん
は

「
果
物
が
好
き
で
、
当
時
は
果
樹

農
家
が
と
て
も
魅
力
的
に
映
っ
た

ん
で
す
よ
。
こ
ん
な
に
作
業
が
た

い
へ
ん
と
は
知
ら
な
か
っ
た
も
の

で
す
か
ら（
笑
）」
と
話
し
ま
す
。

　

結
婚
し
て
か
ら
は
、
り
ん
ご
の

花
や
実
選
り
、
袋
か
け
作
業
な
ど

慣
れ
な
い
仕
事
に
苦
労
し
ま
し
た

が
、
一
区
切
り
つ
く
た
び
に
２
人

で
出
か
け
る
映
画
鑑
賞
が
元
気
の

源
に
な
っ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

　

仕
事
に
家
庭
に
と
常
に
一
緒
の

お
二
人
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
一
度

も
喧
嘩
を
し
た
こ
と
が
無
い
と
の

こ
と
。
「
１
人
で
は
大
変
な
こ
と

で
も
２
人
な
ら
半
分
こ
」
と
、
手

を
取
り
合
い
困
難
を
乗
り
越
え
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
家
族
が
み
ん
な
元
気
で
仲
良

く
暮
せ
た
ら
何
も
い
ら
な
い
よ
」

と
朗
ら
か
に
笑
う
お
二
人
を
包
む

よ
う
に
、
愛
情
を
込
め
て
育
て
ら

れ
た
り
ん
ご
の
花
が
咲
き
誇
っ
て

い
ま
し
た
。　

宮崎県
宮崎市

■面積　596.80k㎡
■人口　367,968人
■世帯　154,139世帯

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

熊本県

大分県

鹿児島県

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ま
ち
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
ん

を
リ
レ
ー
方
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
丹
尾
さ
ん
は
、

前
回
の
菅
原
さ
ん
か
ら
の
ご
紹
介
で
す
。

２
人
だ
か
ら
こ
そ
楽
し
め
た
50
年

手工芸サークル（大森）

宮崎県

す
ぐ
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史跡や文化財を探訪してみませんか
　横手地域の古道といわれる『東山
道』沿いの文化財を探訪します。
◆日時／６月15日（金）午前８時30分
　～正午（10分前までに集合）
◆集合場所／あさくら館前
◆募集期間・定員／６月６日（水）～ 
　８日（金）、先着20名
◆申込み／あさくら館 ℡32－8828
◆問合せ／横手文化財保護協会　半
　田さん 　32－4772、 市教育委員
　会文化財保護課 　24－3480

ＩＴスペシャリスト育成講習
　プログラム言語の習得、プログラ
ム開発を目ざす方が対象の講習です。
◆期間／７月２日（月）～９月28日（金）
◆場所／横手市役所平鹿庁舎
◆問合せ／横手市雇用創出協議会事
　務局（市産業経済部商工労働課内）
　　45－3990

『十文字マラソン兼さくらんぼマラ
ソン大会』参加者募集
◆期日／６月24日（日）
◆集合場所／十文字陸上競技場
◆コース／小学生の部1.5km、 中学
　生・高校女子・一般女子の部３km、
　高校生以上の男子の部５km
◆申込期限／６月15日（金）
◆申込み／十文字マラソン実行委員
　会事務局（十文字Ｂ＆Ｇ海洋セン
　ター内）　42－0487

育児講座『親子で楽しむリズム遊び』
　音楽療法士を講師に迎え、リズム
に乗せて楽しく親子のふれあいを深
める育児講座です。
◆日時／６月28日（木）午前10時～11
　時30分
◆場所／増田ふれあいプラザ　大研
　修室
◆対象／未就園児とその保護者
◆定員／親子50組程度
◆申込み／横手市増田町子育て支援
　センター 　45－4637

第36回雄物川地域駅伝競走大会
参加チームを募集
◆日時／６月24日（日）
◆コース／雄物川陸上競技場をスタ
　ート、ゴールとする６区間（全長
　21.5㎞）
◆出場資格／横手市在住の方または
　横手市内に勤務している方
◆チーム編成／監督１名、選手６名
◆申込期限／６月８日（金）
◆申込み／雄物川体育館　22－5644

『ミスあやめコンテスト』出場者募集
◆日時／７月１日（日）午後２時
◆場所／浅舞公園
◆応募資格／県南部に在住または勤
　務する18歳以上の未婚の女性で、
　各種イベントに参加し横手市のＰ
　Ｒに協力できる方（高校生を除く）
◆募集期間／６月４日（月）～22日（金）
◆問合せ／ミスあやめコンテスト実
　行委員会事務局（平鹿中央商工会
　平鹿支所内）　24－3068

ミニドッジボール大会平鹿予選
参加団体募集
◆日時／７月１日（日）午前11時
◆場所／浅舞公園ステージ前広場
◆参加資格／市内スポーツ少年団
◆申込期限／６月22日（金）
◆問合せ／平鹿町観光協会（平鹿地
　域局産業振興課内）　24－1118

フリーマーケット出店者募集
　あやめまつり期間中の日曜日（７
月１日・８日・15日）に開催するフリ
ーマーケットの出店者を募集します。
◆申込期限／６月22日（金）
◆申込み／平鹿町観光協会（平鹿地
　域局産業振興課内）　24－1118

市内名所を巡る半日観光に
参加してみませんか
◆日時／６月11日（月）午前８時45分
◆集合場所／市役所南庁舎向い防雪
　センター前駐車場

◆コース／天保無縁塚、おこもり堂、
　羽根山長者と姫石、旭岡山神社仁
　王門、ニンニク神様、西ケ坂など
◆定員／20名（参加費無料）
◆申込み／横手地域局産業振興課商
　工観光担当 　33－7111

第38回『市民登山の集い』参加者募集
◆日時／７月８日（日）午前７時、横
　手中央公民館出発（小雨決行）
◆場所／鞍掛山（岩手県）
◆対象者／中学生以上（先着40名）
◆参加費／1,500円（入浴料含む）
◆申込み／横手中央公民館　　32－
　3137、６月８日（金）午前９時から
　受付（電話申込可）

夜間初心者ゴルフ教室
◆日時／６月19日（火）から毎週火曜
　日の計６回、午後７時～８時
◆場所／羽後カントリー倶楽部練習
　場（定員20名）
◆参加費／練習球代のみ自己負担
◆申込期限／６月15日（金）
◆申込み／大森生涯学習センター
　　26－4073

布ぞうり作り講座
　スリッパに代わる新しい室内履き、
布ぞうりの作り方を学ぶ講座です。
◆日時／７月４日（水）・９日（月）・
　11日（水）、午前９時～11時30分
◆場所／女性センター（定員12名）
◆参加費／500円（材料代）
◆申込み／女性センター　33－3995、
　６月５日（火）午前９時から受付

『財務行政懇話会』開催のお知らせ
◆日時／６月19日（火）午後１時30分
　～３時
◆場所／十文字共同福祉センター
◆内容／講演『日本の財政と秋田県
　経済について』秋田財務事務所長
　中村敏彦 氏、意見交換等
◆問合せ／秋田財務事務所総務課
　　018－862－4191

演劇『結婚の申込』ロシア公演作品上演会
　横手の劇団選抜メンバーが、総合芸術祭『ウラジオス
トク・ビエンナーレ』で上演する作品を公開します。
●日時・場所／６月16日（土）午後３時・増田町『旧多三
郎家の蔵』、６月21日（木）午後３時30分・横手市民会館
ホール　●入場料／無料　●問合せ／横手アマチュア演
劇研究所 坂本さん 　32－1110

エンジョイカヌーⅠ・Ⅱ
　インストラクターが教えてくれるので、初めてカヌー
に挑戦される方でも大丈夫。
●日時／パートⅠ：６月17日（日）、パートⅡ：６月24日
（日）、午前10時　●場所／ほろわんぱーくカヌー場　●
定員／各40名（定員になりしだい締切り）　●参加費／
1,000円（昼食代・傷害保険）　●問合せ／保呂羽山少年
自然の家 　26－6011

大雄地区　道徳講演会
●日時／６月６日（水）午後１時30分～３時　●場所／大
雄中学校体育館　●講師／Ｋ２登頂者 小松由佳 氏　●
問合せ／大雄中学校 吉田さん 　52－3106

横手ばら会　春のばら展
●日時／６月10日（日）午前10時～12日（火）正午　●場所
／かんぽの宿横手　●入場料／無料　●問合せ／横手ば
ら会 藤本さん 　32－6177

歌の好きな人集まれ！　思いっきり歌声喫茶
　『ゆりかごの歌』や『水色のワルツ』など数曲を予定。
●日時／６月７日（木）午後７時開演　●場所／レストラ
ン煉瓦屋（寿町） ●参加費／1,000円（軽食付） ●問合
せ／レストラン煉瓦屋 　33－2811

自然を愛する皆さんの集い
　言葉についての講演やヴァイオリン演奏があります。
●日時／６月17日（日）午後１時開演　●場所／レストラ
ン煉瓦屋（寿町） ●参加費／800円（軽食付） ●問合せ
／レストラン煉瓦屋 　33－2811

ね・ま～れ　フリーマーケット＆オカリナ演奏会
　地元の新鮮野菜、山菜、焼きたてパン、お菓子、手芸
小物などの販売と日高見透子さんのオカリナ演奏会です。
●日時／６月16日（土）午前10時30分～午後３時（オカリ
ナ演奏会は午後１時から）　●場所／ね・ま～れ（十文
字駅前通り）　●問合せ／ね・ま～れ 　42－5320

手話を楽しみませんか！
　手話サークル輝心（えがお）は聴覚障がいの方との交
流や手話を気軽に楽しむサークルです。
●日時／毎週水曜日（第５週・祝日を除く）午後７時～
９時　●場所／あさくら館　●問合せ／和賀さん 　090
－6684－1688、菅原さん FAX32－6353

『よこてのたんぽぽ』へ来てみませんか！
　『よこてのたんぽぽ』は不登校や引きこもり、対人関
係が苦手な方が気軽にくつろげる場所です。みんなとの
おしゃべりの中で新たな発見が生まれることも。
●日時／毎月第２・４木曜日、午後２時～４時　●場所
／横手保健センター　●問合せ／横手保健センター　　
33－9600

第24回さくらんぼ杯全県将棋大会
●日時／６月17日（日）午前10時　●場所／増田十文字商
工会　●参加費／1,500円（昼食付き）　●問合せ／佐藤
さん 　090－3365－2720

秘密基地（かくれが）を作って遊ぼう！
●日時／６月23日（土）午後１時～24日（日）午前10時　●
場所／大森町坂部地区多目的センター　●対象／小学１
～６年生　●定員／20名　●参加費／1,500円 ●問合せ
／ほろっとキッズ 高橋さん（沼館保育園）　22－4511

横手市内吟詠交流発表大会
　詩吟各会派による合同発表会で、15周年記念大会です。
●日時／６月10日（日）午前10時～午後１時30分　●場所
／横手プラザホテル　●入場料／無料　●問合せ／国誠
流 藤原さん 　32－6734

横手星の会　星の観察会
●日時／６月16日（土）午後７時～９時　●場所／秋田ふ
るさと村第四駐車場　●持ち物／望遠鏡をお持ちの方は
持参ください　●問合せ／佐々木さん 　33－1903

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

報 ～information～情

 

idobata  plaza
どばたプラザい 市民団体やＮＰＯなど行政以外からの

お知らせを掲載するコーナーです。

情報～information～

商業統計調査にご協力を
　６月１日（金）、商業統計調査が全
国一斉に行われます。卸売業、小売
業を営むすべての事業所が対象にな
ります。調査へのご理解とご協力を
お願いします。
◆問合せ／市総務企画部企画課　35
　－2164、各地域局地域振興課

平成20年度に使用する教科書
の見本を展示します

◆期間／６月15日（金）～28日
　（木）、午前９時～午後４時
　30分（土・日曜日も展示）
◆場所／あさくら館
◆問合せ／横手市教育センタ
　ー 　24－1321
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児健診・予防接種乳

談相

地域の情報 ～information～ 地域の情報
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お出かけ前にご確認ください

乳児健診・予防接種はお住まいの地域で受けてください

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

館日休

６月３日（日）

６月10日（日）

６月17日（日）

婦気

平城町

本町

　33-7533

　32-9461

　33-2121

和賀胃腸科内科医院

針生皮膚科内科医院

嶋岡内科小児科医院

【横手地域】　■場所　横手保健センター
５か月児健康相談（平成18年12月生まれ）
　日　時　６月11日（月）　受付９:30～10:30
12か月児健康相談（平成18年５月生まれ）
　日　時　６月13日（水）　受付９:30～10:30
１歳６か月児健診（平成17年11月生まれ）
　日　時　６月14日（木）　受付12:30～13:30
２歳児歯科健診（平成16年12月生まれ）
　日　時　６月12日（火）　受付13:00～13:30
３歳児健診（平成15年11月生まれ）
　日　時　６月15日（金）　受付12:30～13:30
【増田地域】　■場所　多目的研修センター
１歳６か月児健診（平成17年11月～12月生まれ）
　日　時　６月15日（金）　受付12:40～12:50
ポリオ予防接種（平成18年10月～12月生まれ）
　日　時　６月８日（金）　受付12:45～13:10
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
４か月児健診（平成19年１月生まれ）
　日　時　６月４日（月）　受付13:00～13：20
三種混合予防接種（平成18年10月～12月生まれ）
　日　時　６月14日（木）　受付13:00～13：30
２歳児歯科健診（平成16年11月～12月生まれ）
　日　時　６月６日（水）　受付13:00～13：30
４歳児健康相談(平成14年10月～11月生まれ)
　日　時　６月５日（火）　受付13:00～13:30
12か月児健康相談(平成18年４月～５月生まれ)
　日　時　６月７日（木）　受付９:30～10:00
【雄物川地域】　■場所　保健センター
４・７・10か月児健診
　日　時　６月７日（木）　受付13:00～13:15
12か月児健康相談(平成18年５月生まれ)
　日　時　６月７日（木）　受付９:30～10:30
１歳６か月児健診（平成17年10月～11月生まれ）　
　日　時　６月５日（火）　受付13:00～13：15
２歳児歯科健診（平成16年11月～12月生まれ）　　　　　　
　日　時　６月６日（水）　受付13：00～13：15
【大森地域】　■場所　高齢者等保健福祉センター
４・７・10か月児健診
　日　時　６月８日（金）　受付12:00～12:30
１歳６か月児健診（平成17年10月～11月生まれ）
　日　時　６月４日（月）　受付12:00～12：30
３歳児健診（平成15年10月～11月生まれ）
　日　時　６月４日（月）　受付12:00～12:30
【十文字地域】　■場所　幸福会館
４か月児健診（平成19年１月生まれ）
　日　時　６月12日（火）　受付12:50～13:20
７か月児健診（平成18年10月生まれ）
　日　時　６月13日（水）　受付12:50～13:10
10か月児健診（平成18年７月生まれ）
　日　時　６月13日（水）　受付13:10～13:30
12か月児健康相談（平成18年５月生まれ）
　日　時　６月12日（火）　受付９:30～９:50
【山内地域】
４・７・10か月児健診、12か月児健康相談　■場所　山内公民館
　日　時　６月８日（金）　受付13:00～13:30
１歳６か月児健診　■場所　横手保健センター
　日　時　６月14日（木）　受付12:30～13:30
２歳児歯科健診　■場所　横手保健センター
　日　時　６月12日（火）　受付13:00～13:30
３歳児健診　■場所　横手保健センター
　日　時　６月15日（金）　受付12:30～13:30

【大雄地域】　■場所　福祉センター
４・７・10か月児健診
　日　時　６月６日（水）　受付12:00～12:30
１歳６か月児健診（平成17年11月～12月生まれ）
　日　時　６月13日（水）　受付12:00～12：30
３歳児健診（平成15年11月～12月生まれ）
　日　時　６月13日（水）　受付12:00～12:30

【横手地域】
無料法律相談
　日　時　６月６日（水）　10:00～15:00（要予約）
　場所・問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
心配ごと相談所
　日　時　６月７・14日（木）　９:30～12:00
　場所・問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
行政相談　■場所　横手地域局１階１番窓口（受付）
　日　時　６月８日（金）　13:00～15:00
　問合せ　横手地域局市民生活課環境・防災担当　32-2703
育児相談
　毎週月曜～金曜日　９:00～17:00
　場所・問合せ　子育て支援センターなかよし　32-6933
社会保険年金相談
　毎週月曜～木曜日　10:00～12:00　13:00～15:00
　場所・問合せ　横手地域局１階相談窓口　32-2111内線2182

無料法律相談　■場所　横手地域局１階１番窓口（受付）
　日　時　６月６日（水）　10:00～15:00（要予約）
　場所・問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
【増田地域】　■場所　多目的研修センター
心配ごと相談
　日　時　６月７・14日（木）　９:30～12:00
無料法律相談
　日　時　６月18日（月）10:00～12:00
　※事前連絡が必要です。
　　横手市社会福祉協議会増田福祉センター　45-4848
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
心配ごと相談
　日　時　６月６・13日（水）　９:30～12:00
【雄物川地域】　■場所　雄物川コミュニティセンター
心配ごと相談
　日　時　６月４・11日（月）　９:30～12:00
行政・心配ごと相談
　日　時　６月18日（月）　９:30～12:00
【大森地域】　
心配ごと相談所　■場所　高齢者等保健福祉センター
　日　時　６月５・12日（火）　９:30～12:00
　問合せ　社協大森福祉センター　26-3274
無料法律相談所
　日　時　６月15日（金）　10:00～12:00
　※６月13日までに電話予約が必要です。
　　横手市社会福祉協議会大森福祉センター　26-3274
【十文字地域】　■　場所　幸福会館
心配ごと相談所
　日　時　６月８・15日（金）　９:30～12:00
【山内地域】　■場所　福祉センター
心配ごと相談所
　日　時　６月５・12日（火）　９:30～12:00
【大雄地域】　■場所　福祉センター
行政相談
　日　時　６月15日（金）　９:30～12:00
心配ごと相談
　日　時　６月８・15日（金）　９:30～12:00

療所診

 

【増田地域】
増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　６月６・13日（水）
　受付時間　13：30～15：30
　診療時間　14：00～15：30
【雄物川地域】
えがおの丘診療所
　診 療 日　６月６・13日（水）
　診療時間　14:30～15:30
大沢診療所
　診 療 日　６月11日（月）
　診療時間　13:30～14:30

 
　
 
　
　
　
　
　
　
　　
 
　
　
 
　
　

 
　
　
　
　
 
　
　
　
 
　
 
　

横手図書館　　6月17日
増田図書館　　6月4・11・17・18日
平鹿図書館　　6月4・11・18日
雄物川図書館　6月4・11・18日
大森図書館　　6月4・11・18日
十文字図書館　6月4・11・17日
山内図書館　　6月3・9・10・16・17日
大雄図書館　　6月4・11・17・18日
雄物川資料館　6月4・11・18日
えがおの丘　　6月4・11・18日
三吉山荘　　　6月5・12日
大森健康温泉　6月4・11・18日
ゆとりおん大雄　6月7日
シルバーエリア　6月4・11・18日
健康の駅トレーニングセンター　
　　　　　　　6月3・6・13日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　　　6月4・11・18日

血日程献
実施時間

10:00～11:00

11:15～13:15

14:30～16:00

13:30～14:30

10:00～12:00

13:00～16:00

10:00～10:50

11:10～12:00

12:20～13:20

14：30～16：00

月　日

６月６日（水）

６月12日（火）

地　域

横　手

横　手

６月13日（水）大　森

６月15日（金）大　雄

成　分

全　血

種　類

全　血

全　血

献血実施場所

横手税務署

横手郵便局

横手病院

横手警察署

市役所 大森庁舎

大森町高齢者等保健福祉センター

大和更生園

秋田睦合成（株）

（株）宮腰デジタルシステムズ

市役所 大雄庁舎
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ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
始
め
ま
せ
ん
か

「
夢
み
る
お
ば
さ
ん
」
さ
ん

（
52
歳
／
雄
物
川
）

　

４
月
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
し

た
。
朝
４
時
半
に
起
き
て
一
杯
の
水
を
飲

み
、
新
聞
を
読
み
コ
ー
ヒ
ー
飲
ん
で
い
ざ

出
発
。
45
分
歩
き
ま
す
。
何
も
な
か
っ
た

道
端
に
も
花
や
草
が
生
え
、
毎
日
少
し
ず

つ
成
長
し
て
見
て
い
て
飽
き
ま
せ
ん
。
太

陽
を
独
り
占
め
し
て
歩
き
ま
す
。
ブ
ル
ー

な
気
持
ち
も
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、
心
な
し
か

頭
の
回
転
も
良
く
な
る
よ
う
な
気
が
。
朝

早
い
農
家
の
皆
さ
ん
と
の
「
お
は
よ
う
」

の
あ
い
さ
つ
。
さ
あ
、
が
ん
ば
る
ぞ
！
お

金
も
か
か
ら
ず
健
康
に
な
れ
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
ぜ
ひ
初
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

横
手
公
園
を
多
く
の
人
に
見
せ
た
い

「
花
を
愛
す
る
バ
ア
さ
ん
」
さ
ん

（
71
歳
／
横
手
）

　

連
休
は
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
で
角
館
の
桜
。

見
ず
に
い
ら
れ
ず
、
午
前
11
時
の
電
車
で

乗
り
継
ぎ
、
ゆ
っ
く
り
花
見
し
て
も
夕
方

６
時
前
に
は
家
に
帰
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

ど
こ
よ
り
も
横
手
公
園
の
桜
は
見
事
。
桜

が
散
っ
て
も
時
季
の
花
々
が
咲
き
、
そ
の

広
さ
と
い
い
、
横
手
公
園
は
県
南
一
の
公

園
で
す
が
、
花
見
が
終
わ
る
と
閑
散
と
し

て
い
ま
す
。
も
っ
と
横
手
公
園
を
Ｐ
Ｒ
し

て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

各
方
面
も
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

離
れ
て
み
て
わ
か
っ
た
こ
と

「
さ
く
ら
」
さ
ん

（
25
歳
／
雄
物
川
）

　

夫
が
単
身
赴
任
す
る
際
、「
一
緒
に
行
こ

う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、「
絶
対
に
行
か

な
い
」
と
言
い
張
り
ま
し
た
。
確
か
に
都

会
は
仕
事
も
あ
る
し
、
給
料
も
高
い
。
私

は
気
楽
に
主
婦
が
で
き
る
と
思
う
の
で
す

が
、
都
会
に
は
こ
の
豊
か
な
自
然
も
暖
か

い
人
柄
も
な
い
。
一
歳
半
の
子
供
と
私
を

残
し
、
夫
は
一
人
離
れ
て
生
活
し
ま
し
た
。

日
に
日
に
子
供
の
こ
と
、
横
手
に
住
む
人

達
こ
と
が
愛
し
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

電
話
す
る
た
び
に
元
気
が
な
く
な
る
夫
に

私
は
こ
れ
以
上
が
ん
ば
ら
な
く
て
も
い
い

と
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
す
す
め
ま
し
た
。

す
ぐ
に
帰
っ
て
き
た
夫
に
周
り
の
目
は
冷

た
か
っ
た
け
ど
、
で
も
や
っ
ぱ
り
こ
こ
が

一
番
良
い
と
痛
感
し
た
よ
う
で
す
。

方
言
を
大
切
に

「
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
」
さ
ん

（
56
歳
／
増
田
）

　

「
思
え
ば
遠
く
へ
来
た
も
ん
だ
」
を
読

ん
で
い
つ
も
思
う
こ
と
。
他
県
か
ら
い
ら

し
た
方
々
が
横
手
の
方
言
の
良
さ
を
話
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
私
も
同
感
で
す
。
私
の

住
ん
で
い
る
地
域
の
子
供
た
ち
も
標
準
語

を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
と
て
も
違
和
感
が

あ
り
ま
す
。
方
言
は
悪
い
言
葉
で
は
な
く
、

秋
田
に
生
ま
れ
た
と
て
も
温
か
い
言
葉
で

す
。
も
っ
と
方
言
を
使
い
ま
し
ょ
う
!!

ふ
る
里
に
帰
っ
て

「
遊
び
人
」
さ
ん

（
68
歳
／
十
文
字
）

　

ふ
る
里
に
帰
っ
て
み
る
と
浦
島
太
郎
。

知
り
合
い
は
他
界
し
て
い
た
り
、
周
り
を

見
る
と
年
代
の
違
う
人
ば
か
り
。
ふ
る
里

の
は
ず
が
ま
た
一
か
ら
の
や
り
直
し
、
で

も
や
は
り
ふ
る
里
で
す
ね
。
年
代
の
違
う

方
と
と
け
込
む
の
も
早
く
、
今
は
い
ろ
ん

な
失
敗
を
重
ね
な
が
ら
も
、
毎
日
の
生
活

と
遊
び
に
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
本
当

に
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
な
ぁ
…
。

ハ
ガ
キ
で
〝
お
帰
り
な
さ
い
〞

「
Ｒ
．
お
が
わ
」
さ
ん

（
53
歳
／
十
文
字
）

　

か
つ
て
同
職
し
た
方
々
、
友
人
、
知
人

あ
て
に
「
お
帰
り
な
さ
〜
い
、
今
日
も
一

日
お
つ
と
め
、
本
当
に
大
変
お
疲
れ
Ｓ
Ａ

Ｍ
Ａ
で
し
た
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ハ
ガ
キ
を

投
函
し
続
け
て
20
年
以
上
に
な
り
ま
す
。

「
疲
れ
が
と
れ
て
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ

た
」
の
お
言
葉
を
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら

い
た
だ
い
て
、
逆
に
私
の
方
が
う
れ
し
い

日
々
で
す
。
ハ
ガ
キ
を
書
い
て
い
る
時
は
、

私
に
と
っ
て
至
福
の
時
間
で
す
。

子
育
て

「
新
米
マ
マ
」
さ
ん

（
23
歳
／
平
鹿
）

　

４
月
に
子
供
を
産
ん
で
、
初
め
て
の
育

児
に
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
、
毎
日
悪
戦
苦

闘
し
て
い
ま
す
。
親
に
な
っ
て
は
じ
め
て

わ
か
る
親
心
。
今
ま
で
育
て
て
く
れ
た
家

族
に
感
謝
す
る
毎
日
で
す
。
今
ま
で
私
が

し
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
子
を
大
事

に
育
て
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

今
ど
き
の
運
動
会

　

「
Ｍ
・
Ｋ
」
さ
ん

（
45
歳
／
横
手
）

　

先
日
、
小
学
校
の
運
動
会
を
見
に
行
っ

た
の
で
す
が
、
楽
し
み
の
一
つ
で
も
あ
る

お
昼
ご
は
ん
。
昔
は
お
重
が
２
段
も
３
段

も
あ
っ
て
、
お
に
ぎ
り
や
お
い
な
り
さ
ん
、

卵
焼
き
な
ど
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
お
か
ず

が
一
杯
つ
ま
っ
て
い
て
手
作
り
そ
の
も
の

で
し
た
。
最
近
は
、
皆
さ
ん
仕
出
し
や
お

弁
当
を
買
っ
て
き
た
り
、
そ
の
場
し
の
ぎ

っ
て
感
じ
で
情
趣
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

な
ん
か
寂
し
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　

運
動
会
な
ど
、
子
ど
も
が
主
役
の
行
事

の
取
材
に
行
く
と
、
子
ど
も
の
数
と
同
じ

だ
け
並
ん
だ
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
に
驚
か
さ

れ
ま
す
。
心
の
中
で
は
「
記
録
も
い
い
け

ど
、
応
援
も
ね
…
」
。
と
い
う
私
も
、
い

ず
れ
そ
ん
な
カ
メ
ラ
マ
ン
の
仲
間
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
世
の
中
は
変
わ
っ
て
も
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
い
つ
も
同
じ
で
い

て
ほ
し
い
も
の
。
か
け
が
え
の
な
い
瞬
間

を
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

坊
主
に
な
っ
た
街
路
樹

「
緑
大
好
き
」
さ
ん

（
58
歳
／
横
手
）

　

よ
う
や
く
春
が
来
て
街
路
樹
の
小
さ
な

も
み
じ
の
葉
の
繁
っ
て
く
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
の
に
、
今
年
は
ど
こ
ぞ
や
の

業
社
さ
ん
が
枝
を
バ
ッ
サ
リ
切
り
取
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
太
い
幹
だ
け
淋
し
そ
う

に
残
っ
て
、
ポ
ツ
ン
と
立
っ
て
い
る
の
を

見
る
度
に
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

電
線
に
か
か
る
部
分
だ
け
切
り
落
と
せ
ば

い
い
と
思
う
の
で
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
。

日
々
緑
を
大
切
に
と
い
う
言
葉
は
ど
こ
へ

行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ポ
イ
ス
テ

「
ネ
コ
マ
マ
」
さ
ん

（
46
歳
／
横
手)　

　

冬
が
終
わ
り
、
田
ん
ぼ
の
雪
が
解
け
て

地
面
が
見
え
始
め
る
頃
、
い
つ
も
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
の
実
家
が
農
家
な

の
で
目
に
つ
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

田
ん
ぼ
に
空
き
缶
、
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
い

る
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
そ
れ
を
見
る

と
私
は
と
て
も
悲
し
く
な
り
ま
す
。
米
を

作
る
場
所
に
そ
ん
な
事
を
す
る
人
の
気
持

ち
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
う
思
う
の
は
私

だ
け
で
し
ょ
う
か
？

桜
の
下
で
感
じ
た
事

「
ビ
ッ
グ
プ
ー
」
さ
ん

（
41
歳
／
横
手
）

　

桜
の
下
を
時
々
散
歩
し
ま
し
た
。
空
を

見
上
げ
れ
ば
本
当
に
見
事
な
花
。
な
の
に

散
歩
道
に
は
家
庭
ゴ
ミ
や
一
目
で
わ
か
る

大
き
い
ゴ
ミ
、
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
、
空

き
缶
、
ビ
ー
ル
ビ
ン
ま
で
も
が
…
私
達
大

人
が
〝
マ
ナ
ー
違
反
〞
し
て
い
る
の
で
す
。

小
さ
い
事
だ
け
ど
も
本
当
に
大
切
な
事
だ

と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

0 1 3 8 6 0 1

POST CARD

◎読者プレゼントに応募しますか

１．はい　　　　２．いいえ

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎ご氏名

◎ご住所

電話（　　　　）　　　－　　　　

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

◎年齢／　　　　歳　　　　　◎性別／　　男　・　女

フリガナ

横手市前郷字下三枚橋163

横手市役所企画課
　　広報広聴担当 行

PR
ESEN

TS    PR
ESEN

TS    PR
ESEN

TS    PR
ESEN

TS    PR
ESEN

TS    PR
ESEN

TS

【プレゼント応募締め切り＝６月29日（当日消印有効）】
※当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

一昨年から販売を開始し、好評を博している大
沢葡萄完熟ジュースに続いて新登場！
横手市大沢産完熟スチューベン100％の葡萄果
汁を使用し、素材の甘味、酸味、香りを生かし
た濃厚かつ果実感あふれる味わい。
「横手市大沢『完熟葡萄のお酒』」３本パック
（１本250ml入り）を８名様にプレゼント。

【提供元】（社）横手市観光協会（かまくら館内）
 　　　　　　33-7111

日本国秋田県横手市

６１
2007

●大沢葡萄完熟ジュースに続く第２弾！
　スチューベン果汁使用
　　　　　　　　　横手市大沢「完熟葡萄のお酒」

市報よ
こて

　　お便りをくださった方に、抽選で
横手市の特産品等をプレゼントします。

（4/16～5/15日到着分）

ふれあい
　語り合い

たより

読者同士の交流や情報
交換に、いろいろな声
をお寄せください。



 

絵はがきの時代／細馬宏通（青土社）
今月の一冊

　明治期の横手で発行された地方新聞「羽後新報」の
復刻版が出た。東京視察中の横手女子校（現城南高校）
校長の絵はがきを紹介した明治41年12月27日付記事に
目がとまった。
「・・・但し浅草方面へは一切足を向けず」（当時、
浅草が日本一の繁華街だった）のくだりが面白い。
　日露戦争（明治37）を期に絵はがきの大ブームが到
来したという。本書は、絵はがきに込められた「何げ
なさ」の背後に哲学的な思索を展開する。読了後、無
性に誰かに「たより」を出したくなる一冊。

（市立中央図書館主任 金子亮朋）

◎一般図書
　○「希望の書店論」／福嶋聡
　○「おとなの進路教室。」／山田ズーニー
　○「羽後新報復刻版Ⅲ（横手市史叢書９）」
　○「福沢諭吉　国を支えて国を頼らず」／北康利
　○「中村屋のボース」／中島岳志
　○「東北花の旅」／小杉邦夫
　○「まちづくりと共感、協育としての観光」

／井口貢
　○「だから、僕は学校へ行く!」／乙武洋匡
　○「新たな疫病　医療過誤」／ロバート・ワクター
　○「シネマ２　時間イメージ」／ジル・ドゥルーズ
　○「赤の誘惑フィクション論序説」／蓮實重彦
　○「薩摩スチューデント、西へ」／林望
　○「めぐらし屋」／堀江敏幸
　○「神田川デイズ」／豊島ミホ
◎児童図書・絵本
　○「ぼくうまれるよ」／たしろ ちさと
　○「トコロウとテンジロウ」／天野碧海
　○「リサとガスパールにほんへいく」

／アン・グットマン
　○「ラポラポラ　森にすむ妖精」／ふくだゆきひろ
　○「つばさをもらったライオン」

／クリス・コノヴァー

◇◇◇ 定例おはなし会（会場は各図書館） ◇◇◇
・十文字図書館／６月８日（金） 午前10時30分から
・増田図書館／６月16日（土） 午後2時から
・雄物川図書館／６月17日（日） 午前10時30分から
・大森図書館／６月17日（日） 午前10時30分から

◇◇◇ 読書会 ◇◇◇
・雄物川図書館／６月29日（金） 午後2時から

図書の寄贈ありがとうございました
　横手図書館に対し、横手ロータリークラブさんからた
くさんの図書の寄贈があり、５月20日の同クラブ50周年
記念式典において、五十嵐市長に目録が手渡されました。

図書館からのお知らせ

新着図書の紹介

図書館だより

原
稿
締
め
切
り
間
近
の
よ
く
晴
れ
た

日
、
鳥
海
山
の
写
真
を
撮
る
に
は
最

後
の
チ
ャ
ン
ス
と
、
市
内
を
ウ
ロ
ウ

ロ
。
決
め
手
が
な
く
あ
き
ら
め
か
け

た
帰
り
道
、
雄
物
川
町
で
田
植
え
に

汗
を
流
す
ご
家
族
を
発
見
、
し
か
も

そ
こ
は
、
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

「
ど
う
も
、
市
役
所
の
広
報
担
当
で

す
。
写
真
を
撮
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」
、

す
る
と
「
あ
ら
、
○
○
さ
ん
の
甥
っ

子
で
ね
ぇ
が
」
と
予
期
せ
ぬ
返
答
に

思
わ
ず
会
話
が
は
ず
む
。
も
ち
ろ
ん
、

お
会
い
す
る
の
は
今
回
が
は
じ
め
て
。

広
い
横
手
市
の
中
で
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
感
じ
て
、
何
だ
か
う
れ

し
い
帰
り
道
だ
っ
た
。　
　
（
孝
春
）

あ 

と 

が 

き

「顧客の期待にこたえたい」
　　　　　　　　　　　ただそれだけ

題 名「 」

図書館ホームページ（利用案内・蔵書検索・予約など）
http://www.city.yokote.lg.jp/kakuka/toshokan/library_introduction.jsp
※最寄りの図書館ですべての館の蔵書を借りることができます。
■問合せ　雄物川（中央）図書館　22-2300　または最寄りの図書館まで

秋田杉桶樽職人
Vol.19

　

古
く
か
ら
日
本
人
の
生
活
必
需
品
と
し
て
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
桶
や
樽
。
そ
の
製
作
に
携
わ
り
、
作
り

手
と
し
て
の
信
念
を
貫
き
続
け
る
巧
が
い
る
。

　

「
15
歳
の
時
、
親
父
か
ら
突
然
、
桶
屋
に
弟
子
入
り

す
る
よ
う
に
言
わ
れ
、
３
日
後
に
は
作
業
場
に
い
た
よ
」

そ
れ
か
ら
約
半
世
紀
、
「
自
分
が
気
持
ち
を
込
め
て
作

り
上
げ
た
製
品
を
、
お
客
さ
ん
が
愛
着
を
持
っ
て
使
っ

て
く
れ
る
。
こ
れ
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
」
桶
作

り
は
ま
さ
に
天
職
と
な
っ
た
。

　

昭
和
40
年
代
か
ら
急
速
に
普
及
し
始
め
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
の
波
に
押
さ
れ
、
多
く
の
工
房
が
廃
業
に
追
い

込
ま
れ
た
。
「
一
時
、
業
界
は
ど
ん
底
ま
で
落
ち
た
。

し
か
し
、
自
分
に
は
こ
れ
し
か
な
か
っ
た
。
工
房
で
お

客
さ
ん
を
待
っ
て
い
て
も
し
ょ
う
が
な
い
と
、
東
京
に

も
何
度
と
な
く
足
を
運
ん
だ
」
今
で
言
う
物
産
展
の
は

し
り
。
「
物
産
展
と
い
う
と
聞
こ
え
は
い
い
が
、
当
時

と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
格
好
の
い
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
」

と
、
厳
し
か
っ
た
過
去
を
振
り
返
る
。

　

使
う
素
材
は
秋
田
杉
。
製
品
を
手
に
す
る
と
、
杉
な

ら
で
は
の
ほ
の
か
な
香
り
と
温
も
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

現
在
も
、
百
貨
店
で
の
実
演
販
売
を
行
っ
て
い
る
が
、

製
品
の
良
し
あ
し
は
客
の
反
応
で
わ
か
る
と
い
う
。
「
中

に
は
、
期
間
中
一
度
も
手
に
と
っ
て
も
ら
え
な
い
も
の

も
あ
る
。
そ
ん
な
時
は
、
工
房
に
持
ち
帰
っ
て
、
ど
こ

が
悪
い
か
検
証
す
る
。
良
い
物
を
手
頃
な
価
格
で
提
供

し
た
い
。
良
い
物
を
高
く
、
悪
い
物
を
安
く
で
は
意
味

が
な
い
で
し
ょ
う
。
す
べ
て
は
お
客
さ
ん
の
満
足
の
た

め
」
巧
は
常
に
顧
客
の
方
を
向
い
て
い
る
。　

菊地 謙吉さん（71歳）

昭和11年、大森町生まれ。
中学校を卒業後、６年間の修行を
重ねる。その後独立し、23歳の時
に菊地桶製作所を構える。経済産
業大臣認定「伝統工芸士」。

きくち　けんきち

市報を通じて皆さんに伝えたいことや聞きたいこと、日頃考えて
いることなどを「読者の声」としてお寄せください。
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第35回十文字
さくらんぼまつり

イベントカレンダーE
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

横手川等クリーンアップ（9:00～）
秋田わか杉国体バウンドテニスリハーサル大
会（8:30～16：00、大森体育館）

金澤八幡宮伝統掛唄「秋田県無形民俗文化財
指定15周年」記念講演会（13:30～16:30、かま
くら館）

東北植木盆栽市（～19日、十文字神社）

十文字さくらんぼまつり（～7月10日）

6/

　金澤八幡宮祭典の行事として400年以上前から伝わる金澤
伝統掛唄が、平成４年に「秋田県無形民俗文化財指定」とな
ってから15周年をむかえます。これを記念し、記念講演会を
開催しますので、ぜひご来場ください。
◆日　時　６月９日（土）　13:30～16:30
◆会　場　ふれあいセンターかまくら館　２階ホール
◆日　程　○掛唄競演　　13:50～14:50
　　　　　　・ジュニア部門（中学生２人・高校生２人）
　　　　　　・優勝者部門（２組４人）
　　　　　○講演　　　　15:00～16:30
　　　　　　・演題“掛唄は力与える命の泉”
　　　　　　・講師　国立歴史民俗博物館名誉教授
　　　　　　　　　　小島　美子　先生
◆入　場　無料
◆問合せ　金沢公民館　37-2111

　他の産地に比べて甘みが
あり、味が良いと評価の高
い十文字地域を代表する果
物「さくらんぼ」。今年も
恒例のさくらんぼまつりが
開催されます。期間中は各
地区の樹園地でさくらんぼ
狩りや直売が行われますの
で、ぜひおいでください。
◆場　所　十五野・富沢・
　新処・四ツ屋・腕越・佐
　吉開の各地区樹園地
◆問合せ
　十文字地域局産業振興課
　　42－5116

Pick upPick up

Pick upPick up

 Calendar vent

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

南部シルバーエリア無料映写会のお知らせ
◆上映時間：午後１時～
　６月３日（日）「モンスターズインク」【92分】
　６月10日（日）「ピーターパン」【77分】
　６月17日（日）「猫の恩返し」【75分】
◆問合せ　南部シルバーエリア　26－3880

6月1日～6月17日

発行／横手市役所　　0182-35-2111（代）
編集・デザイン／総務企画部 企画課
〒013-8601　横手市前郷字下三枚橋163
TEL:0182-35-2162　FAX:0182-33-6061
ホームページアドレス／http://www.city.yokote.lg.jp/

■６月15日～７月10日

金澤八幡宮伝統掛唄「秋田県無形民俗
文化財指定15周年」記念講演会

■６月９日
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●秋田わか杉大会（障害者スポーツ大会）
　ボウリング･バレーボールリハーサル大会
　・ボウリング（9：00～15：30、台由ボウル)
　・バレーボール(10：00～16：30、横手体育館）

●マムチャサロン１周年まつり
　日　時：6月5日（火）　10:00～12:00
　会　場：わんぱく館
　内　容：ハンドベル演奏
         フリーマーケットなど
　問合せ：子育て支援センターなかよし
　　　　 　32－6933

●みどりの朝市がはじまります
　期　間：6月2日～11月10日
　　　　 毎週水・土曜日の午前5:30～
　場　所：横手地域局駐車場
　問合せ：横手地域局産業振興課　32－2718

とみ こ


